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「命洸（めいこう）」とは、
命が水のように沸き立ちきらめくさま。
大学祭の名称として学生が命名しました。
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2018年度の入試結果
　2018年度私立大学の延べ志願者数は、12年連続増
加しています。この動向は、大都市圏総合大学志向
の強まりと入学定員管理の基準が前年度より厳しく
なることによる、合格者数の絞り込みで厳しい入試
になるのではないかという受験生の不安感から、併
願校数を増やしていることが大きな要因となってい
ます。さらにインターネット出願の普及や併願時の
入学検定料割引の拡充、「文高理低」傾向が前年同様顕
著であり、私立総合大学全体の入学定員では文系の
占める割合が多いため、文系の高い人気がそのまま
全体の志願者増加につながったと考えられます。
　工学・情報学系統は「AI」への関心の高まりから増
加していますが、顕著な「文高理低」傾向の影響でバ
イオ・生命科学・農学系は減少しています。本学の
学部全体の総志願者数は、前年比124.0％と増加して
います。これは一人あたりの併願校数が増えたこと、
複数学科併願制度の無償化と特別奨学生選抜入試を
拡大実施したことによります。臨床検査学プログラ
ムの志願者は増加しましたが、他大学臨床検査学科
新設の影響で入学者は減少しました。学部全体では
入学手続率を下げることなく3学科とも定員を充足
し、優秀な学生282名を16期生として迎えることがで
きました。

入試・募集伝言板

2019 年 4月「生物学」と「情報科学」を融合させた学部再編。
試験会場を東京・広島で新設など、入試制度も改革。

2018年度入試結果と
2019年度のポイント

入試情報はLINE@でも
発信しています。
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め
い
こ
う

＊詳しくは、本学ホームページをご覧ください。

   ［学科紹介編］
　　 5月20日（日）、7月15日（日）、9月23日（日）
   ［バイオ実験・実習編］
　　 8月  4日（土）、8月18日（土）
   ［学科紹介・推薦入試対策編］
　　10月20日（土）

2019年度の入試に向けて
　2019年度入試を取り巻く募集環境は、18歳人口の減少と「文
高理低」、他大学の学部新増設・改組の影響が予想されます。
本学は最先端バイオの総合大学として、AI・データサイエン
ス時代に対応するバイオ人材の育成を目的に、「生物学」と「情
報科学」を融合させた学部再編を2019年4月に行います。
　2019年度入試では、新たに一般公募制推薦入試A・Bで、
臨床検査学コースに特別奨学生選抜制度を導入します。一般
公募制推薦（自己推薦型）C入試は「多面評価型」、「専門総合学
科枠」とし、外部取得資格・課外活動・文化活動・社会活動
などを重視し、配点を20点から30点に変更します。8月実施
のAO入試は、オープンキャンパスの実験実習に参加し、当
日のレポート提出者を対象に選考、合格者は9月16日に面接
試験を実施します。詳しくは、「大学案内」及び本学ホームペー
ジでご確認ください。
　9月に実施するAO入試からインターネット出願（検定料割
引）を開始し、入学試験会場として一般入試前期A・Bで東京
会場、前期Bで広島会場を新設します。留学生特別入試では
新たにインターネット出願（検定料の割引はありません）を導
入し、留学生中期日程で東京会場を新設します。
　医薬品・食品・環境・IT分野で活躍したいと考える受験生
のみなさんは、本学への受験を視野に学習と傾向対策に取り
組んでください。

新しい学科の特色とバイオの魅力を体感しよう！
2018年度のOPEN CAMPUS



AI・データサイエンス時代の
バイオ人材の育成めざして
2019年4月 学部再編
─蔡 晃植学長に聞きました─

　

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
人
工
知
能

（
A
I
）
の
解
析
な
ど
に
よ
り
、
世
界
経

済
や
社
会
構
造
、
さ
ら
に
は
人
々
の
価
値

観
に
ま
で
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る

大
変
革
時
代
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
に
お
い
て
も
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
る
変
革
は
例
外
で
は

な
く
、
新
時
代
に
お
い
て
も
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
は
本
学
に
課
せ
ら
れ
た
責
務

で
す
。
そ
ん
な
社
会
の
行
先
を
見
据
え
た

学
部
再
編
で
、
な
に
が
、
ど
う
変
わ
る
の

か
。
蔡
晃
植
学
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

どのように変わるのか、学部の構成

新しい学部編成での学びの特色

変
革
す
る
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
対
応
し
た

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の
改
組

履
修
科
目
の
自
由
度
を
上
げ
る
と
と
も
に

情
報
系
の
学
び
を
さ
ら
に
強
化

巻頭特集 学部再編

フロンティア
バイオサイエンス学科

（定員88名）

メディカル
バイオサイエンス学科

（定員70名）

臨床検査学
コース

（定員30名）

バイオサイエンス学科
（定員128名）

After
［再編後］

Before
［再編前］

情報科学

情報生物学
専門プログラム

臨床検査学プログラム
（定員30名）

医療情報技術
専門プログラム

コンピュータ
バイオサイエンス学科

（定員30名）

アニマル
バイオサイエンス学科

（定員50名）

医療・創薬系

新設 アニマル
バイオサイエンス学科

（定員50名）

巻頭特集

生命科学分野の最先端を追及

次世代の医療を担う医療人・臨床検査技師の育成

バイオメディカル分野に生かす

動物の営みとその機能を探求

フロンティアバイオサイエンス学科

メディカルバイオサイエンス学科

アニマルバイオサイエンス学科

臨床検査学コース
フロンティアバイオサイエンス学科

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
時
代
に
対
応
し
た

人
材
育
成

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
学
部
の
学
部
再
編
の
目
標
を
一
言
で

表
す
と
「
変
革
す
る
新
し
い
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
時
代
に
対
応
で
き
る
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
分
野
で
の
人
材
育
成
」
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
の

す
べ
て
の
学
科
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス

導
入
に
よ
り
大
変
革
し
て
い
く
社
会
に
対

応
で
き
る
新
し
い
21
世
紀
型
の
教
育
を
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

学
部
再
編
の
方
針
と
し
て
は
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
の
医

療
情
報
技
術
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
よ
り
拡

充
し
、
こ
こ
に
実
験
科
学
的
手
法
で
医
療

や
創
薬
を
研
究
す
る
教
員
も
参
画
す
る
こ

と
で
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
に
よ
っ
て
変

革
す
る
新
し
い
時
代
の
医
療
科
学
を
担
う

こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
メ
デ
ィ

カ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
を
新
た
に

設
置
し
ま
す
。
ま
た
、
従
来
の
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
で
は
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
に
つ
い
て
積
極
的
に
学
び
、
新
時
代
の

先
端
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
で
活
躍
で

き
る
人
材
の
育
成
を
教
育
目
標
と
す
る
こ

と
か
ら
、
名
称
を
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
に
変
更
し
ま
す
。
さ
ら

に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
内
に
は
「
臨
床
検
査
学
コ
ー
ス
」
を
設

け
、
最
先
端
の
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
知

識
と
臨
床
検
査
に
関
す
る
専
門
知
識
や
技

術
を
有
す
る
臨
床
検
査
技
師
の
育
成
に
取

り
組
み
ま
す
。

　

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
は

名
称
は
変
わ
ら
な
い
の
で
す
が
、
よ
り
個

体
レ
ベ
ル
で
動
物
の
生
命
現
象
を
理
解
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
こ
れ
に
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
に
対
す
る
知
識
も
学
べ
る
よ

う
に
し
、
や
は
り
新
時
代
の
ア
ニ
マ
ル
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
を
担
う
人
材
の
育
成
が

可
能
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
変
更
し
ま

す
。
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

で
は
従
来
ど
お
り
、
在
学
中
に
実
験
動
物

技
術
者
１
級
の
資
格
取
得
も
可
能
で
す
。

　

２
０
１
９
年
度
か
ら
開
始
す
る
新
学
科

に
お
け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
特
徴
は
、
一

般
教
育
系
の
科
目
と
専
門
基
礎
教
育
を
融

合
さ
せ
た
「
学
部
共
通
科
目
」
と
、
専
門

教
育
を
行
う
「
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
」

の
二
階
層
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
ど
の
学
科
に
所
属
し
て
い
て
も
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
力
を
つ
け
な
が
ら
、

さ
ら
に
学
科
の
特
徴
を
生
か
し
た
専
門
性

も
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
ね
。「
学

部
共
通
科
目
」
は
さ
ら
に
９
つ
の
科
目
群

に
区
分
し
、「
専
門
プ
ロ
グ
ラ
ム
科
目
」
は

５
つ
の
科
目
群
に
区
分
さ
れ
て
い
て
、
学

生
は
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目
群
の
中
か
ら
必
修

科
目
な
ど
学
び
に
必
要
な
科
目
に
加
え
て
、

他
学
科
の
科
目
も
含
め
自
分
の
興
味
が
あ

る
科
目
を
履
修
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
興

味
に
応
じ
た
自
由
な
科
目
履
修
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
学
部
共
通
科
目
」
で
の
最
も
大
き
な
改

革
は
、
情
報
教
育
の
充
実
で
す
。
こ
れ
ま

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学

科
以
外
で
は
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
の
使

い
方
を
学
ぶ
「
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
基
礎
実
習

I
」
だ
け
が
必
修
で
し
た
が
、新
し
い
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
時
代
の
人
材
育
成
に
対
応

す
る
た
め
に
、
全
学
科
で
デ
ー
タ
サ
イ
エ

ン
ス
の
基
礎
を
理
解
す
る
た
め
の
「
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
と
バ
イ
オ
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
や
A
I
の
取
り
扱
い
を
学
ぶ
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
応
用
実
習
」
を
１
年
次
に
必

修
で
履
修
し
ま
す
。

　

２
年
次
に
お
い
て
も
後
期
の
「
応
用
実

験
Ⅱ
」
の
中
に
情
報
系
の
実
習
を
組
み
込

み
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
で
重
要
な
遺
伝

子
や
タ
ン
パ
ク
質
の
配
列
情
報
や
構
造
情

報
の
取
り
扱
い
方
を
必
修
で
履
修
し
ま
す
。

　

ま
た
、
臨
床
検
査
学
コ
ー
ス
で
も
、
１

年
次
に
他
の
学
科
と
共
通
の
科
目
を
多
く

配
置
す
る
こ
と
で
、
今
後
ま
す
ま
す
盛
ん

に
な
る
遺
伝
子
を
用
い
た
検
査
や
診
断
に

も
対
応
で
き
、
デ
ー
タ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

時
代
に
活
躍
で
き
る
臨
床
検
査
技
師
に

育
成
で
き
る
よ
う
に
配
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
他
の
臨
床
検
査
技
師
養
成
校
に

先
駆
け
た
本
学
独
自
の
学
び
で
す
。

　

こ
う
し
た
新
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に

よ
っ
て
、
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
を
は
じ
め
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
や
メ
デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
で
も
、
デ
ー
タ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

時
代
に
活
躍
で
き
、
世
界
に
羽
ば
た
く
有

能
な
人
材
を
輩
出
す
る
つ
も
り
で
す
。
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キャンパスが新たな活気に満ちる新年度。今年度から学生チューター制
度がスタートし、新入生支援がさらに充実しました。1月に開催された「地
の酒フェスタ＋脱出ゲーム」では、本学学生と地元の酒蔵との共同で開発
された2つのお酒がお披露目され、好評を博しました。

自
分
を
磨
き
人
生
を
切
り
開
い
て

│
卒
業
式
で
蔡
晃
植
学
長
が
式
辞

学
部
16
期
生
2
8
2
人
、

大
学
院
12
期
生
35
人
が
入
学

なぜ今、学部を再編するのか

再編後の学部で描ける進路

社
会
の
大
転
換
を
起
こ
す

第
４
次
産
業
革
命
を
見
据
え
て

履
修
科
目
の
一
つ
ひ
と
つ
が

な
り
た
い
職
業
に
近
づ
け
る

　

新
入
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
〝
ぴ
あ
サ

ポ
〞
を
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
新
た
に
導
入
し
、
31
人
の
先
輩

学
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー
活
動
を
開
始
し
て
い
ま
す
。こ
の
制
度
は
、

新
入
生
が
ス
ム
ー
ズ
に
大
学
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
目
的
で
、
新
入
生
約
10
人
に
１
人
の
同
じ
学
科
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
先
輩
学
生
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
新
入
生
が
不
安
な
こ
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、

チ
ュ
ー
タ
ー
や
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
仲
間
に
ど
ん
ど
ん
質
問
や
相

談
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ュ
ー
タ
ー
に

と
っ
て
も
多
様
な
考
え
を
も
つ
新
入
生
と
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
で
、
人
間
と
し
て
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

チ
ュ
ー
タ
ー
と
な
っ
た
学
生
は
、
春
期
休
暇
を
活
用
し
、
動

画
を
利
用
し
て
の
事
前
学
習
や
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と

コ
ー
チ
ン
グ
の
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
研
修
を
受
け
る
な
ど
の

準
備
を
し
て
、
４
月
３
日
か
ら
一
泊
二
日
で
開
催
し
た
フ
レ
ッ

シ
ャ
ー
ズ
キ
ャ
ン
プ
で
新
入
生
と
顔
合
わ
せ
、
４
日
に
は
長
浜

の
街
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
で
引
率
を
行
い
ま
し
た
。

長
浜
バ
イ
オ
大
学
は
４
月
1
日
、
２
０
１
８
年
度
入
学
式
を

執
り
行
い
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
２
８
２
人
、
大
学
院
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
35
人
（
博
士
課
程
前
期
課
程
30
人
、

博
士
課
程
後
期
課
程
５
人
）
が
入
学
し
ま
し
た
。

式
辞
で
蔡
晃
植
学
長
は
、「
今
、
私
た
ち
は
人
類
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
新
た
な
時
代
の
始
ま
り
に
い
て
、
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
呼
ば
れ
る
人
工
知
能
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
、

Io
T
な
ど
に
よ
り
社
会
、
経
済
の
構
造
は
勿
論
、
知
識
や

価
値
の
創
造
プ
ロ
セ
ス
ま
で
も
大
き
く
変
化
し
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
に
お
い
て
は
価
値
観
だ
け
で
な
く
み
な

さ
ん
が
将
来
就
く
職
業
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
」
と
し
て
、

「
新
時
代
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
新
し
い
目
標
と
新
た
な
学
習

意
欲
を
も
っ
て
、
本
学
で
自
己
研
鑽
に
努
め
て
く
だ
さ
い
」
と

新
入
生
を
励
ま
し
ま
し
た
。

新
入
生
を
代
表
し
て
小
川
愛
良
さ
ん
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）
と
今
村
彩
瑛
さ
ん
（
大
学
院
バ
イ
オ
サ

イ
エ
ン
ス
研
究
科
）
が
宣
誓
、
川
村
美
月
さ
ん
（
バ
イ
オ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
）
に
山
本
博
章
学
部
長
が
歓
迎
の
花
束
を
渡
し
ま

し
た
。

答辞を読む学部卒業生総代の菅谷友美さん

山本学部長が新入生の川村美月さんに花束贈呈

長浜の街歩きを引率する学生チューター

新
入
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
を
導
入

Campus News

　

今
ま
で
開
発
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

演
算
処
理
能
力
と
そ
の
開
発
時
間
は
指
数

関
数
曲
線
を
描
き
ま
す
。こ
の
曲
線
の
ま
ま

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
発
達
す
る
と
、
２
０
２
０

年
頃
に
は
人
間
と
同
等
の
能
力
を
も
つ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
が
な
ん
と
10
万
円
以
下
で
買

え
る
よ
う
に
な
り
、２
０
４
５
年
頃
に
は
全

世
界
70
億
人
の
脳
と
同
等
の
能
力
を
も
つ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
10
万
円
以
下
で
買
え
る

と
試
算
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
。情
報
化
が
一

気
に
加
速
す
る
こ
ん
な
社
会
で
、大
き
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
き
る
と
い
う

の
は
想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
に
、
医
療
や
そ
の
関
連
の
バ

イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
い
て

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
活
用
は
す

で
に
始
ま
っ
て
お
り
、
C
T
や

M
R
I
画
像
の
人
工
知
能
に
よ
る

解
析
や
遺
伝
子
解
析
に
基
づ
い

た
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
医
療
、
分
子

創
薬
な
ど
の
分
野
に
お
い
て
は
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
用
い
た
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ
解
析
な
ど
が
一
部

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
社
会
変
化
は
、
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

波
及
し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
、
ま
た
そ
の
波
及
速
度
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
発
達
を
考
え
る
と
指

数
関
数
的
で
あ
る
と
い
え
る
で

し
ょ
う
。本
学
の
学
生
も
、否
応
な

し
に
ま
っ
た
く
新
し
い
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
社
会
に
適
応
し
、
こ
の

社
会
で
活
躍
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。同
時
に
、

大
学
に
と
っ
て
は
、急
速
に
変
革
す
る
デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス
社
会
に
適
応
で
き
る
人
材

を
育
成
で
き
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
新
た

に
構
築
す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
背
景

か
ら
、我
々
は
本
学
の
学
部
を
再
編
し
て
新

た
な
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
も
と
で
、新
時

代
に
対
応
で
き
る
人
材
育
成
に
乗
り
出
す

わ
け
で
す
。

　

卒
業
後
の
進
路
と
し
て
は
、
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
あ

れ
ば
、食
品
、農
業
、分
析
、環
境
、発
酵
、

I
T
な
ど
の
各
分
野
、
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
あ
れ
ば
、実
験
動
物
、

愛
玩
動
物
、
畜
産
、
環
境
、
食
品
な
ど
。メ

デ
ィ
カ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
で
あ

れ
ば
、創
薬
、分
析
、医
療
機
器
、医
療
材
料

開
発
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。け
れ
ど
、こ

の
学
科
の
出
身
だ
か
ら
こ
の
業
界
に
し
か

進
め
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
も
大
切
な
こ
と
は
、
将
来
自
分
が
就
き

た
い
職
業
を
意
識
し
て
、
本
学
で
何
を
学

び
、
ど
ん
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
る
か
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

実
は
、
近
年
の
就
活
に
も
A
I
が
導
入

さ
れ
、
大
き
く
様
変
わ
り
を
始
め
て
い
る

ん
で
す
。学
生
た
ち
は
巨
大
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
に
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
や
志
望
動
機
を

書
い
て
エ
ン
ト
リ
ー
を
行
い
ま
す
が
、
大

学
で
学
ん
だ
科
目
や
成
績
な
ど
も
紐
付
け

さ
れ
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
登
録
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
が
求
め
る
ス
キ
ル
を
持
つ

と
判
断
さ
れ
た
学
生
だ
け
を
A
I
が
抽
出

す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
が
昨
年
度
か
ら
導

入
さ
れ
、運
用
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
の

こ
と
は
、
学
生
と
そ
の
志
望
企
業
と
の
間

の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
A
I
が
行
う
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。選
抜
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
が
、

企
業
が
望
む
科
目
を
受
講
し
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な

科
目
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
用
意
し
な

か
っ
た
大
学
に
も
責
任
が
あ
る
と
い
う
こ

と
で
し
ょ
う
。
A
I
の
発
展
に
よ
る
デ
ー

タ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
新
た
な
職

業
や
職
業
の
分
野
は
必
ず
生
ま
れ
て
き
ま

す
。こ
の
よ
う
な
新
し
い
時
代
に
お
い
て

も
活
躍
で
き
る
よ
う
に
、
本
学
に
お
い
て

可
塑
性
と
多
様
性
に
富
ん
だ
十
分
な
実
力

を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
第
12
期
学
部
卒
業
生
、
大
学
院
第
10
期

博
士
課
程
前
期
課
程
修
了
生
、
第
９
期
博
士
課
程
後
期
課
程
修

了
生
の
卒
業
式
・
学
位
授
与
式
を
３
月
17
日
に
執
り
行
い
、バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
２
６
３
人
、
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科
博
士
課
程
前
期
課
程
31
人
と
博
士
課
程
後
期
課
程
３

人
、あ
わ
せ
て
２
９
７
人
が
大
学
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

蔡
晃
植
学
長
は
卒
業
生
へ
の
は
な
む
け
の
言
葉
と
し
て
、「
大

学
で
学
ん
だ
知
識
や
技
術
の
中
に
は
、
社
会
に
出
て
直
接
役
に

た
た
な
い
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。け
れ
ど
、10

年
後
、
20
年
後
の
自
分
の
人
生
に
お
い
て
使
わ
れ
る
可
能
性
は

必
ず
あ
る
し
、勉
学
を
重
ね
達
成
感
を
得
る
こ
と
は
、自
分
に
自

信
を
も
ち
自
分
の
人
生
を
切
り
開
く
こ
と
に
つ
な
が
る
。自
分

を
磨
き
続
け
る
こ
と
が
、
自
分
の
人
生
を
切
り
開
く
唯
一
の
道

で
す
」と
激
励
し
ま
し
た
。

　

卒
業
生
・
修
了
生
を
代
表
し
て
、バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
部
卒

業
生
総
代
の
菅
谷
友
美
さ
ん
と
、
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス

研
究
科
修
了
生
総
代
の
福
田
昌
寛
さ
ん
が
答
辞
を
読
み
上
げ
ま

し
た
。
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国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
が

酒
井
琴
和
さ
ん
に
ク
ラ
ブ
賞
授
与

梅
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

佐
藤
酒
造
と
梅
酒
を
開
発

下
西 

康
嗣
初
代
学
長
ご
逝
去

訃
報

　

長
浜
バ
イ
オ
大
学
初
代
学
長

の
下
西
康
嗣
名
誉
教
授
（
し
も
に

し
・
や
す
つ
ぐ
＝
長
浜
バ
イ
オ
大

学
名
誉
教
授
・
大
阪
大
学
名
誉
教

授
、蛋
白
質
化
学
）が
、２
０
１
８

年
４
月
６
日
13
時
46
分
、
腎
盂
腎

炎
の
た
め
兵
庫
県
立
西
宮
病
院

で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。享
年
81
歳
で
し
た
。生
前
の
ご
功
績
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、心
よ
り
追
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

下
西
先
生
は
大
阪
大
学
理
学
部
を
卒
業
後
、
同
大
学
院
理
学

研
究
科
で
理
学
博
士
の
学
位
を
取
得
、
大
阪
大
学
た
ん
ぱ
く
質

研
究
所
の
助
手
、助
教
授
、教
授
と
な
り
、
1
9
9
9
年
４
月
よ

り
２
０
０
０
年
３
月
ま
で
同
研
究
所
の
所
長
を
務
め
ま
し
た
。

２
０
０
３
年
4
月
に
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の
開
学
と
同
時
に
学
長

に
就
任
し
、２
０
１
１
年
３
月
に
退
任
す
る
ま
で
、今
日
の
長
浜

バ
イ
オ
大
学
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

大
盛
況
と
な
っ
た

地
の
酒
フ
ェ
ス
タ
＋
脱
出
ゲ
ー
ム

実
験
動
物
技
術
者

1
級
合
格
者
5
人
を
学
生
表
彰

ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
に

向
先
生
、
麻
生
先
生
、
河
内
先
生

今
年
度
も
大
学
院
生
が

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
に
採
用

　

２
０
１
７
年
度
の
ベ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
賞
は
、
学
部
全
体

科
目
部
門
に
「
科
学
英
語
Ⅱ
Ａ
」
担
当
の
麻
生
一
枝
准
教
授
、

受
講
生
１
０
０
名
以
上
科
目
部
門
は
「
応
用
微
生
物
学
」
担
当

の
向
由
起
夫
准
教
授
、
大
学
院
研
究
科
部
門
に
は
河
内
浩
行
准

教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
、
３
月
14
日
の
教
授
会
で
表
彰
式

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
学
生
の
授
業
へ
の
満

足
度
に
、
授
業
方
法
や
学
生
の
理
解
度
を
加
味
し
て
F
D
委

員
会
が
選
出
す
る
も
の
で
、
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。
表

彰
式
で
は
、
蔡

晃
植
学
長
が
表

彰
状
と
記
念
品

を
手
渡
し
、「
大

学
の
教
育
の
質

を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
今
後

も
一
層
努
力
し

て
い
た
だ
き
た

い
」
と
ね
ぎ
ら

い
ま
し
た
。

　

本
学
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課

程
１
年
の
古
田
明
日
香
さ
ん
が
、
日
本
学
術
振
興
会
平
成
30
年

度
特
別
研
究
員
（D

C1

）
に
採
用
が
決
定
し
ま
し
た
。
古
田
さ

ん
の
研
究
テ
ー
マ
は
、「
Ｅ
Ｓ
細
胞
に
含
ま
れ
る
全
能
性
細
胞

の
可
視
化
と
そ
の
制
御
」（
農
学
領
域
、
受
入
研
究
者
：
中
村

肇
伸
教
授
）
で
す
。

　

こ
の
特
別
研
究
員
制
度
は
、
わ
が
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
優
れ

た
若
手
研
究
者
に
対
し
て
、
自
由
な
発
想
の
も
と
に
主
体
的
に

研
究
課
題
を
選
び
な
が
ら
研
究
に
専
念
す
る
機
会
を
与
え
、
研

究
者
の
養
成
・
確
保
を
図
る
制
度
で
、
若
手
研
究
者
の
キ
ャ
リ

ア
形
成
の
第
一
関
門
と
も
言
え
る
制
度
で
す
。

　

古
田
さ
ん
は
、
全
能
性
の
指
標
と
な
る
内
在
性
レ
ト
ロ
ウ
イ

ル
ス
の
一
種
で
あ
るM

uERV
-L

の
発
現
を
可
視
化
で
き
る
Ｅ

Ｓ
細
胞
を
作
製
し
、
全
能
性
細
胞
を
含
む
細
胞
集
団
を
効
率
良

く
誘
導
す
る
培
養
条
件
を
発
見
し
ま
し
た
。
博
士
課
程
で
は
、

マ
ウ
ス
の
初
期

胚
に
移
植
し
た

と
き
に
１
個
の

細
胞
が
分
裂
を

経
て
胚
体
と
胚

体
外
組
織
の
両

方
に
分
化
で
き

る
真
の
全
能
性

細
胞
を
同
定
し

よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

郷
土
資
産
の
梅
の
実
と
地
酒
を
融
合
さ
せ
、「
盆
梅
の
ま
ち
」

に
ふ
さ
わ
し
い
梅
酒
を
開
発
し
た
い
と
い
う
佐
藤
酒
造
の
呼
び

か
け
に
応
え
、
学
生
に
よ
る
〝
梅
酒
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
が
日
本

酒
ベ
ー
ス
の
に
ご
り
梅
酒
「
つ
ぼ
み
う
め 

に
ご
り
」
を
共
同

開
発
、
滋
賀
県
内
を
中
心
に
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
商
品
名
は
、

老
い
て
痩
せ
た
老
木
に
蕾
が
膨
ら
む
梅
の
風
情
を
表
現
し
た
、

「
痩
老
蕾
希
（
そ
う
ろ
う
ら
い
き
）」
に
ち
な
ん
で
名
付
け
ら
れ

ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
学
生
た
ち
は
、
青
梅
の
摘
み
取
り
か
ら
人

気
銘
柄
梅
酒
の
官
能
評
価
、
さ
ら
に
商
品
ボ
ト
ル
の
容
量
と

形
か
ら
ネ
ー
ミ

ン
グ
ま
で
を
担

い
ま
し
た
。
ま

た
、
漬
け
込
ん

だ
梅
酒
を
１
カ

月
ご
と
に
サ
ン

プ
リ
ン
グ
し
、

ア
ル
コ
ー
ル
度

数
と
糖
度
、
香

気
成
分
、
ア
ミ

ノ
酸
組
成
、
ポ

リ
フ
ェ
ノ
ー
ル

類
、
有
機
酸
の

２
月
19
日
、
梅
の
実
由
来
酵
母
を
使
っ
た
純
米
吟
醸
酒
「
金

亀 
岡
村
乃
梅
酵
母
醸
造
」
の
開
発
記
者
会
見
を
、
長
浜
市
役

所
で
行
い
ま
し

た
。
こ
の
お
酒

は
、
本
学
バ
イ

オ
サ
イ
エ
ン
ス

学
科
向
由
起
夫

研
究
室
と
豊
郷

町
の
酒
造
会

社
・
岡
村
本
家

が
共
同
開
発
し

た
も
の
で
、
日

本
酒
の
醸
造
に

一
般
的
に
使
わ

れ
て
い
る
協
会

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
長
浜
に
よ
る
ク
ラ
ブ
賞
授
与
式
が
、

４
月
17
日
に
北
ビ
ワ
コ
ホ
テ
ル
グ
ラ
ツ
ィ
エ
で
行
わ
れ
、
酒
井

琴
和
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
２
年
）
に
リ
ジ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ク
ラ
ブ
賞
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
酒
井
さ

ん
が
授
与
さ
れ
た
の
は
「
女
子
大
学
生
・
女
子
大
学
院
生
奨
学

１
月
14
日
、
長
浜
市
内
パ
ウ
ビ
ル
を
中
心
会
場
に
、
３
回
目

と
な
る
「
地
の
酒
フ
ェ
ス
タ
＋
脱
出
ゲ
ー
ム in 

長
浜
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
午
前
10
時
の
開
会
と
と
も
に
次
々
に
参
加
者
が

訪
れ
、
中
に
は
お
酒
のFacebook

を
見
て
東
京
か
ら
来
た
男

性
や
、T

w
itter

で
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
知
っ
た
と
い
う
奈
良
か

ら
の
グ
ル
ー
プ
、
ま
た
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
の
長
浜
市
内
の
ご 蔡学長から記念品を受け取る河内先生古田さん（右）と指導教員の中村先生

家
族
も
多
く
大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
日
本
酒
の
試
飲
の
な
か
で
も
、
長
浜
バ
イ
オ
大
学
の

学
生
が
関
わ
っ
た
お
酒
が
人
気
だ
っ
た
の
も
特
徴
で
し
た
。
岡
村

本
家
さ
ん
の
ブ
ー
ス
で
は
向
由
起
夫
研
究
室
と
共
同
開
発
の
梅

の
実
由
来
酵
母

純
米
吟
醸
酒
が

早
々
と
売
り
切

れ
、
冨
田
酒
造

さ
ん
の
ブ
ー
ス

で
も
長
谷
川
慎

研
究
室
が
酵
母

の
培
養
法
を
開

発
し
た
「
七
本

槍
蔵
付
酵
母
純

米
酒
」
が
一
番

人
気
だ
っ
た

そ
う
で
す
。

１
月
29
日
、
社
団
法
人
日
本
実
験
動
物
協
会
が
実
施
し
た

２
０
１
７
年
度
実
験
動
物
技
術
者
１
級
認
定
試
験
の
合
格
者
の

学
生
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
の
は
、
河
津
陸
さ

ん
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
4
年
次
生
）、
加
藤

春
香
さ
ん
、
塩
﨑
起
央
さ
ん
、
日
山
薫
さ
ん
と
吉
田
萌
々
果
さ

ん
（
同
学
科
３
年
次
生
）
の
５
人
で
す
。

表
彰
式
で
は
冒
頭
に
蔡
晃
植
学
長
が
挨
拶
を
述
べ
、
賞
状
と

副
賞
を
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
し
ま
し
た
。
お
祝
い
の
挨
拶
で

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
長
の
永
井
信
夫
先
生
は
、

「
1
級
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
資
格
取
得
で
あ
り
、
今
年
合
格

で
き
な
か
っ
た

人
に
先
ん
じ
た

一
歩
は
、
そ
ん

な
に
大
き
な
も

の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
一

歩
を
大
事
に
知

識
と
技
術
に
磨

き
を
か
け
る
努

力
を
続
け
て
く

だ
さ
い
」
と
激

励
し
ま
し
た
。

会場案内を見ながらブースを回る参加者学生表彰での記念写真

ネーミングなどを検討したワークショップ

酵
母
と
は
違
い
、
岡
村
本
家
敷
地
の
梅
の
実
か
ら
分
離
し
た
天

然
酵
母
を
使
っ
て
醸
造
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
開
発
を
卒
業
研
究
に
し
て
昨
年
3
月
に
本
学
を
卒
業
し

た
大
西
康
平
さ
ん
は
、「
天
然
酵
母
で
も
こ
れ
だ
け
ク
オ
リ
テ
ィ

の
高
い
お
酒
が
で
き
た
こ
と
に
驚
い
て
い
ま
す
。
日
本
酒
愛
好

家
だ
け
で
な
く
、
日
本
酒
を
敬
遠
し
て
い
る
若
い
人
た
ち
に
も

ぜ
ひ
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
語
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
お
酒
は
、

７
５
０
mℓ
瓶
１
５
０
０
円
（
税
込
み
）
で
、
１
０
０
０
本
限
定

で
滋
賀
県
内
を
中
心
に
全
国
で
販
売
さ
れ
ま
し
た
。

金
」
で
、
水
環
境
中
に
存
在
す
る
攪
乱
物
質
が
水
生
生
物
の
体

内
リ
ズ
ム
に
も
た
ら
す
影
響
を
、
メ
ダ
カ
を
使
っ
て
明
ら
か
に

す
る
研
究
を
支
援
す
る
も
の
で
す
。

授
与
式
で
は
、
北
川
庸
子
ア
ワ
ー
ド
委
員
長
よ
り
研
究
内
容

の
紹
介
を
受
け
た
後
、
堀
江
節
子
会
長
よ
り
ク
ラ
ブ
賞
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
応
え
て
酒
井
さ
ん
は
、「
こ
の
よ
う
な

賞
を
い
た
だ

き
、
大
変
光

栄
で
す
。
こ

れ
か
ら
も
研

究
に
邁
進

し
て
、
い
つ

の
日
か
研
究

成
果
を
み
な

さ
ま
に
還
元

し
た
い
」
と

お
礼
の
言
葉

を
述
べ
ま
し

た
。

長浜市役所での発表記者会見

堀江節子会長（左）と酒井琴和さん

向
研
究
室
が
分
離
し
た

梅
の
実
酵
母
を
使
い
商
品
化

分
析
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
本
年
度
も
継
続

し
、
分
析
結
果
に
基
づ
い
て
商
品
の
改
良
を
図
る
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

Campus News
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曳山まつりの担い手に
ボランティア参加

子育て応援フェスタに
４団体40人が参加

坂口 春香さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

　軽音楽部を主体に新入生歓迎会を開催しま
した。新入生歓迎会の一番の趣旨、「たくさんの
新入生にバイオ大学の魅力ある課外活動を紹
介する」ことが達成でき、とても嬉しく思います。
　今年初めての取り組みとして、複数の団体が
ステージでコラボパフォーマンスをすることや、
幕間を利用して、団体紹介タイムを設けました。
例年に比べとても多くの新入生に参加いただけ
ました。この新歓を通して、新入生のみなさんが
積極的に課外活動に参加してくれることを願っ
ています。 （軽音楽部）

小路 卓弥さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　4月15日の本日、初めて曳山祭りに参加しま
した。天候はあいにくの雨でしたが、一昨年に
ユネスコ無形文化遺産に登録されたこともあ
り、雨とは思えないほどの賑わいでした。
　私たちは鳳凰山という山車を曳かせてもら
いました。予想以上に体力勝負でしたが、午後
からは天候も回復、それまでシートが被せられ
ていた豪華なタペストリーや鳳凰の装飾も見
ることができました。また、子ども歌舞伎では、
小学生とは思えないほど堂々とした演技に圧
倒されました。長浜の歴史と文化に触れるいい
機会となりました。 （命洸祭実行委員会）

山口 遊さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

　絵を入れたプラパンで、子どもたちにキー
ホルダー作りを体験してもらいました。目を輝
かせて自分の好きなキャラクターやイラスト
をプラ板に描き、キーホルダー作りを楽しみま
した。描くことの楽しさやコミュニケーション
の魅力を発信できたと思います。
　当日は体験コーナーのスペースをはみ出す
ほどの行列、多くの子どもたちに楽しんでもら
えました。お客さんとどのようにコミュニケー
ションを取り上手く説明できるかを考え、私た
ちにも良い経験となりました。

（グラフィック研究会）

　３月 25 日に、パパやママの笑顔の子育
てを応援しようと、「ながはままるごと子
育て応援フェスタ」が浅井文化ホールで開
催され、実行委員会からの参加要請に応え、
本学からCELL 部、ダブルダッチサークル、
グラフィック研究会、マジックサークルの
4団体約 40 人の学生が参加しました。
　このイベントは、今年はじめて開催され
たもので、CELL 部はジャンボシャボン玉
作りとスライム作りの２コーナーを担当、
ダブルダッチサークルは長縄跳びのショー
と子どもたちの体験コーナー、グラフィッ
ク研究会はプラパンでのキーホルダー作り、
マジックサークルはカードマジックをそれ
ぞれ披露し、子どもたちには大好評でした。

　昨年、ユネスコの無形文化遺産に登録さ
れた長浜曳山まつりが、４月 15 日に「本
日」を迎えました。長浜バイオ大学の学生
も、学生担当の職員３人を含む 30 人がボ
ランティア参加、二番山の鳳凰山の曳き手
を担いました。
　当日はあいにくの雨でしたが午後からは
晴れ上がり、参加した学生も伝統あるまつ
りを楽しんでいたようでした。曳山まつり
の引き手ボランティアへの団体参加は、命
洸祭実行委員会、琵琶湖研究部、農業サー
クルWALKの３団体でした。

学生生活トピックス
クラブ・サークルNOW

ダンスイベントで他大学とも積極的に交流

コーヒーと紅茶を嗜み、茶菓作りにも挑戦

あなたの好きな動物は何ですか？

ダンス部 　部長　髙口 アリッサさん   （バイオサイエンス学科3年次生）

　ダンス部は、体育館エントランスで毎週月曜日の18時半から全体練習、その
他の曜日はジャンルごとに分かれて練習日を決め練習しています。ジャンル
は現時点で、House、Break、Pop、Funkの４ジャンルがあり、それぞれが精
力的に活動しています。
　ダンス部は他大学との交流がとても盛んで、毎年夏には４大学ほどと合同の
合宿もあります。また、年間を通してたくさんのイベントがあるため、多くの
仲間と協力しイベントを作り上げています。
　学年性別問わず、みんな仲が良いクラブです。部員の大半が大学からの初心
者なので、ダンスをしたことがないという人も大歓迎です！ぜひ、体育館エン
トランスを覗いてみてください！

紅茶園芸サークル 　部長　加藤 美由里さん   （アニマルバイオサイエンス学科3年次生）

　部員がそれぞれ空いている時間に部室に来て、茶菓子作りへの挑戦、コー
ヒーや紅茶を嗜むなど、趣味の延長線のような活動をしています。好きな時に
参加できるので、電車通学の人や、部活を掛け持ちしている人でも、比較的参加
しやすいサークルです。
　コーヒーはハンドドリップと言い、手で淹れる手間がかかりますが、豆の美
味しさと香りを引き出せる方法で淹れます。日々の活動で身につけた技術は、
年３回程のサイエンスカフェや命洸祭に出店し披露、コーヒー提供も行いま
す。体育館向かって右手側の階段を登った最初の部屋なので、少しでも興味が
あるなら、ぜひ足を運んでみてください。運が良ければ、美味しいコーヒーや
香り豊かな紅茶を用意しているかも…？

動物研究サークル 　部長　村瀬 功一郎さん  （アニマルバイオサイエンス学科3年次生）

   動物研究サークルです！主に毎週月曜日の講義後に活動をしています。大
学付近の用水路や琵琶湖に生物採集に行って、どういう生きものが生息してい
るのかなどといったことを調べたりします。
   それと年に２回か３回、長浜の町家キャンパスで開催するサイエンスカフェ
というイベントにも参加し、地域の子どもたちとも交流しています。
   犬や猫、鳥にマウスにカメなどなど、好きな動物のことを調べて、詳しくなれ
る場所が動物研究サークルだと思います。もしかしたら、調べているうちに新
しく好きになる動物が増えるかも？現在部員募集中！興味のある方はぜひ来
てください！

club circle Now Student Life Topics

サッカー部

賑わったクラブ・サークル
紹介の新入生歓迎会

　4月4日本学体育館において、軽音楽部が
発起人となり課外活動団体23団体による合
同新入生歓迎会を開催しました。新入生の
呼び込みが例年課題となっていますが、今
年度は事前にポスターを作成しフレッシャ
ーズキャンプで告知するなどの成果があり、
たくさんの新入生に足を運んでもらうこと
が出来ました。
　メインステージでは、軽音楽部・吹奏楽
部・ダンス部・ダブルダッチサークルのコ
ラボレーションで幕を開け、その後それぞ
れの団体が個性豊かなステージパフォーマ
ンスを魅せました。各団体の紹介タイムも
設けられ、工夫を凝らして新入部員獲得に
奮起していました。
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●日本学生支援機構奨学金について
　日本学生支援機構の貸与奨学金は、４月に定期採用
の募集を行っています（2018年度の申し込みはすでに
終了しました）。しかし、保証人などの失職、死亡、被災
等の理由により家計の急変が認められた場合は、「緊急
採用（第一種・無利子）」または「応急採用（第二種・有利
子）に申し込める場合があります。これらの申し込みは
家計急変の事由が発生してから12ヵ月以内に限られま
す。申し込み、相談は学生担当で行っています。

●在学中の各種補償制度について
　本学では、学生の皆さんの授業、課外活動等における
けが等は、（財）日本国際教育支援協会の「学生教育研究
災害傷害保険（学研災）」「接触感染予防保険金支払特約
（接触感染特約）」の補償制度により補償します（全学生
が加入）。また、学研災に関連するその他の保険には、
学生の皆さんに任意で加入していただく「通学中等傷
害危険担保特約（通学特約）」「学研災付帯賠償責任保険
（学研賠）」「学研災付帯学生生活総合保険（付帯学総）」
があります。申し込み、相談は学生担当で行っています。
保険の内容、保険料等の詳細は、学生の皆さんに配布し
ているスタディ・ガイドに記載しています。

● 「長浜バイオ大学家計急変奨学金」「長浜バイ
オ大学学費支援奨学金」の募集について

　本学では、修学の意志があるにも関わらず、家計状況
により修学が困難となっている学生を経済的に援助す
る目的の「長浜バイオ大学家計急変奨学金」と「長浜バ
イオ大学学費支援奨学金」があります。
　申請にはいくつか要件があり、家計収入に基準があ
りますので、詳しくは５月下旬に開催する説明会で要項
を配布の上、内容の詳細を説明いたします。応募資格
の申込、相談は学生担当で行っています。

【家計急変奨学金の内容】（予定）
給付金額：30万円（年間１回限り給付。返還の必要はあ
りません。）

募集要項配布：前期5月下旬　後期10月下旬
申請期間：前期６月１日（金）～６月８日（金）　後期11月中旬
給付時期：前期７月末日　後期1月末日
募集人数：前後期各5名

【学費支援奨学金の内容】（予定）
給付金額：20万円
（年間1回限り給付。４か年で最大4回の受給可能。返還の必要は
ありません。）
募集要項配布：前期5月下旬　後期10月下旬
申請期間：前期６月１日（金）～６月８日（金）　後期11月中旬
　　　　　※ 学部生・院生とも、１年次については後期セメスター

から募集します。
給付時期：前期７月末日　後期１月末日
募集人数：前後期各7名
　　　　　※家計急変奨学金との併用受給はできません。

●2018年度学内奨学金の選考について
前年度の学業成績優秀者に対して１年間支給される学内奨学金
（33,000円/月を給付）とサポーター奨学金（20,000円/月を給付）
の奨学生が以下の通り決定しました。

【長浜バイオ大学学内奨学金】
学部２年次生　　宮部 友暉・藤原 匠吾・藤原 沙恵・堀尾 怜二郎
学部３年次生　　中島 静香・上野 貴大・後藤 由佳・山本 永花
学部４年次生　　青木 佐伎・鈴木 颯・仲井 ひかり・長澤 明日香

【長浜バイオ大学サポーター奨学金】
学部２年次生　　下里 あずさ
学部３年次生　　山本 亮太
学部４年次生　　渡辺 聡美

※大学院の奨学生については次号に掲載予定。

大学からのお知らせ

新
任
の
教
員

教
員
の
人
事

助
教 

近
藤 

真
千
子

・
博
士（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
）（
長
浜
バ
イ
オ
大
学
）

・
長
浜
バ
イ
オ
大
学
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

科
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了

教
　
授
　
向 

由
起
夫

・
工
学
博
士（
大
阪
大
学
）

・
大
阪
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程

修
了

助
　
教
　
池
島 

信
江

・
博
士（
医
学
）（
大
阪
大
学
）

・
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程

修
了

助
　
教
　
神
村 

麻
友

・
博
士（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
）（
長
浜
バ
イ
オ
大
学
）

・
長
浜
バ
イ
オ
大
学
大
学
院
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

科
博
士
課
程
後
期
課
程
修
了

助
　
教
　
保
科 

亮

・
博
士（
理
学
）（
山
形
大
学
）

・
山
形
大
学
大
学
院
理
工
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

助
　
教
　
米
澤 

弘
毅

・
博
士（
情
報
学
）（
京
都
大
学
）

・
京
都
大
学
大
学
院
情
報
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

准
教
授 

倉
林
　 

敦

・
博
士（
理
学
）（
筑
波
大
学
）

・
筑
波
大
学
大
学
院
生
物
科
学
研
究
科
博
士
課
程
修
了

今
年
度
の
役
職
教
職
員

　
2
0
1
8
年
4
月
1
日
付
け
で
、
倉
林
敦

准
教
授
と
近
藤
真
千
子
助
教
が
本
学
に
赴
任

い
た
し
ま
し
た
。

Information
学生生活 Information

　
2
0
1
8
年
4
月
1
日
付
け
で
、
向
由
起

夫
准
教
授
が
教
授
に
、池
島
信
江
助
手
、神
村

麻
友
助
手
、保
科
亮
助
手
、米
澤
弘
毅
助
手
が

助
教
に
昇
任
い
た
し
ま
し
た
。

理
　 

事
　  

長 

若
林
　
浩
文

学
　
　
　
　
長 

蔡
　
　
晃
植

学
　 

部
　  

長 

山
本
　
博
章

研
究
科
長 

齊
藤
　
　
修

バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
長 

河
合
　
　
靖

ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
長  

永
井
　
信
夫

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
長 

白
井
　
　
剛

事
務
局
長 

奥
村
　
忠
一

研
究
推
進
機
構
長 

齊
藤
　
　
修

学
生
教
育
推
進
教
務
担
当
機
構
長 河

合
　
　
靖

学
生
教
育
推
進
学
生
担
当
副
機
構
長

学
生
教
育
推
進
障
害
学
生
支
援
担
当
副
機
構
長 

植
月
　
太
一

学
生
教
育
推
進
就
職・キ
ャ
リ
ア
担
当
副
機
構
長

学
生
教
育
推
進
就
業
力
支
援
担
当
副
機
構
長 

伊
藤
　
正
恵

学
生
教
育
推
進
学
習
支
援
担
当
副
機
構
長

 

長
谷
川
　
慎

地
域
連
携
推
進
室
長

 

向
　
由
起
夫

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長 蔡

　
　
晃
植

教
育
・
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
長 白

井
　
　
剛

I
R
室
長 

林
　
　
　
誠

 

教学マネジメント体制

大学管理
運営機構

●
産
官
学
連
携
に
関
す
る
業
務

●
外
部
資
金
に
関
す
る
業
務

●
海
外
研
究
交
流
及
び
そ
の
他
共
同
研
究
事
業
に
関
す
る
業
務

●
大
学
が
保
有
す
る
情
報
の
収
集
、分
析
、報
告
に
関
す
る
業
務

●
各
部
局
が
行
う
分
析
等
の
支
援
に
関
す
る
業
務

●
本
学
の
組
織
の
活
動
に
必
要
な
情
報
の
提
供
に
関
す
る
業
務

●
長
浜
市
内
の
小
・
中
学
生
等
の
理
科
教
育
の
充
実
に
関
す
る
業
務

●
滋
賀
県
・
長
浜
市
と
連
携
し
地
域
活
性
化
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
等

　

地
域
貢
献
に
関
す
る
業
務

●
図
書
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
に
関
す
る
業
務

●
情
報
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
業
務

●
情
報
処
理
教
育
補
助

●
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に
相
応
し
い

　

入
学
試
験
の
企
画
・
準
備
に
関
す
る
業
務

●
学
生
募
集
及
び
入
学
試
験
に
関
す
る
業
務

●
募
集
広
報
に
関
す
る
業
務

●
Ｈ
Ｐ
を
含
む
大
学
広
報
に
関
す
る
業
務

●
高
大
連
携
事
業
等
に
関
す
る
業
務

●
教
授
会
及
び
委
員
会
に
関
す
る
業
務

●JABEE

に
関
す
る
業
務

●
退
学
、休
学
、懲
戒
そ
の
他
学
生
の
身
分
に
関
す
る
業
務

●
学
生
の
福
利
厚
生
、生
活
指
導
、課
外
活
動
等
に
関
す
る
業
務

●
学
習
支
援
に
関
す
る
業
務

●
就
業
力
支
援
に
関
す
る
業
務

●
学
生
の
就
職
・
キ
ャ
リ
ア
活
動
支
援
等
に
関
す
る
業
務

●
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
関
す
る
業
務

●
留
学
生
受
入
及
び
本
学
学
生
の
学
生
派
遣
に
関
す
る
業
務

●
国
際
交
流
協
定
締
結
に
関
す
る
業
務

●
障
害
学
生
の
修
学
、学
生
生
活
支
援
に
関
す
る
業
務

●
研
究
科
委
員
会
に
関
す
る
業
務

●
教
育
課
程
の
編
成
、遂
行
及
び
履
修
指
導
に
関
す
る
業
務

●
大
学
院
教
育
の
改
善・充
実

アドミッション
センター

研究推進
機構

教育・学術
情報センター

大学院教育
推進機構 ＩＲ室 地域連携室学生教育

推進機構

学長協議会

学　長

大学院研究科委員会教授会

研究科長学部長

組
織

主
な
役
割

●
寄
附
行
為
及
び
諸
規
程
に
関
す
る
業
務

●
理
事
会・評
議
員
会
等
の
会
議
に
関
す
る
業
務

●
職
員
人
事・給
与
、服
務
及
び
福
利
厚
生
に
関
す
る
業
務

●
保
護
者
会
に
関
す
る
業
務

●
収
支
予
算
及
び
決
算
に
関
す
る
業
務

●
財
務
会
計
及
び
経
理
に
関
す
る
業
務

●2018年度 学年暦
 ８月 １日 ～ ８月 ８ 日 前期セメスター定期試験
 ８月 ９日 ～９月23日 夏期休暇
 ９月25日  後期セメスター開始
12月19日  創立記念日
12月29日 ～１月 ５日 冬期休暇
 １月28日 ～ ２月 ４ 日 後期セメスター定期試験
 ２月 ５日 ～３月 31日 春期休暇
 ３月16日  卒業式・学位授与式
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キャリア教育科目の紹介

キャリア教育で身につける３つの力

カリキュラムチャート

長浜バイオ大学のキャリア育成
　主体的に学ぶ力を身につけ就業力の育成を図るキャリア教育を、本学では
卒業に必要な正課の科目として位置づけています。就業力の基礎となる能
力を地元産業界との連携による実践的な学びの中で伸ばしていきます。学
びの場を大学内部の取り組みから地域社会と連携した取り組みへ、学びの質
も客体的・受動的から主体的・能動的なものへと段階的に学びを発展させ
ていることも大きな特徴です。
　今回は、本学でのキャリア育成について紹介します。

対象となる事柄を、原因と結果の因果関係
を明らかにしつつ、論理的に理解し伝えるこ
とのできる能力

自らの判断で自らが取るべき行動を決定し、
実行する能力

自らを取り巻く環境・事態の変化や、異な
る価値観を持つ人たちとの関係構築に、柔
軟かつ前向きに対処する能力

柔軟力 自律力 論理的思考力

１
年
次

２
年
次

３
年
次

 問題解決力の育成
 チームによる課題対応
 社会理解と社会適応

※臨床検査学プログラム履修生は選択科目

大学での学び方を修
得するとともに、他
者との良好な関係構
築をめざす

社会問題やビジネス
課題など正解のない
課題に対する論理的
思考法を学び、他者
と協働して課題解決
する

産業やビジネスを知
るとともに、自らの
キャリアパスを考え
る

大学での学びと
実践方法（必修）

社会の問題と
解決方法（必修※）

社会との関わりと
キャリアパス

共生社会の形成と
私たちの役割

マーケティング
戦略の立案 Ⅰ

インターンシップ
実習

長浜バイオ大学
魅力紹介プロジェクト

長浜魅力づくり
プロジェクト

自己探求講座

社風発見
インターンシップ

マーケティング
戦略の立案Ⅱ

前期 夏期集中 後期 春期集中

大
学
で
の
学
び
と
実
践
方
法

長
浜
魅
力
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
Ⅱ

　

1
年
次
の
必
修
科
目
で
、
高
校
ま
で
に
培
っ
た
基
礎
知
識
を
ベ
ー

ス
と
し
て
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
情
報
収
集
を
行
い
な
が
ら
解
決
に

導
く
力
を
養
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
行
う
調
査
実
習
で
は
、

適
切
な
情
報
源
を
見
極
め
、
情
報
を
分
析
・
整
理
す
る
手
法
を
体
験

学
習
で
学
び
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
長
浜
市
の
魅
力
を
発
信
す

る
イ
ベ
ン
ト
を
学
生
た
ち
の
手
で
創
り
上
げ
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

昨
年
度
は
授
業
の
集
大
成
と
し
て
、
滋
賀
の
銘
酒
を
紹
介
す
る
地
の

酒
フ
ェ
ス
タ
と
、
長
浜
市
の
商
店
街
を
舞
台
に
し
た
脱
出
ゲ
ー
ム
を

主
催
し
ま
し
た
。

　

絶
え
ず
変
化
を
続
け
る
経
営
環
境
に
対
応
す
る
べ
く
、
企
業
は
自

ら
に
突
き
付
け
ら
れ
た
課
題
を
常
に
探
究
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
授
業
で
は
、
新
聞
記
事
情
報
な
ど
を
通
じ
て
経
営
環
境
の
分
析

を
行
い
、企
業
の
強
み
を
生
か
し
た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
の
立
案
に

取
り
組
み
ま
す
。

高木 凜さん
（バイオサイエンス学科 2年次生）

　調査実習のグループワークで、私たちのチームは「質の良い睡眠
をとるにはどうすればいいのか」という課題を立て、情報収集を行
いました。調査を進めるにあたり、図書室の利用の仕方や公開論文
の検索の仕方、参考文献の引用の仕方などをしっかり指導してもら

い、今後のレポートを提出するうえですぐに役
立つ知識を得ることができました。
　また、チームのメンバーでそれぞれ役割を
分担し、私は司会進行と意見のまとめ役でし
たが、ほかに記録係やタイムキーパー、司会
補佐などがありました。入学したてで、誰も知
り合いがいない状況でのグループワークは緊
張もしましたが、将来、社会に出て様々な人
たちと働くことを考えれば、よい経験ができた
なと思います。

吉ヶ﨑 聡さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

　地の酒フェスタの同時開催イベントとして、お酒が飲めない人や子
どもたちでも楽しめる脱出ゲームの企画・運営を担当しました。今回は、
「地図に示された謎を解き明かす」というテーマのもと、小さな子ども
向けには “イージー ”、大人向けには名所を巡って手強い問題に挑戦す
る “ハード ”に難易度を設定。当日は76組の
参加者で賑わい、1日あたりの参加者数では
過去最高を記録しました。
　僕は脱出ゲームのリーダーを務めましたが、
反省点としてはメンバーに仕事を依頼する時
にきちんと期限を伝えなかったこと。「やって
おいてね」のひと言だけで、進行に遅れが生
じることもありました。この授業では、共同
で事業を成し遂げる際に必要なことを学べた
と思います。

村山 謙太さん
（アニマルバイオサイエンス学科 3年次生）

　業績不振に悩んでいた長浜駅前の複合施設「えきまちテラス長浜」
の経営改善の一環として、この科目受講生を対象に、「学生らしい解決
策を提案してほしい」という依頼がありました。

　僕はフランスの郊外型スーパーが宅配サー
ビスを充実させている事例を参考に、一定以
上の金額の商品を購入すれば、格安で宅配
サービスが受けられるアイデアを発表しまし
た。一見ありふれたサービスのように思われ
ますが、お土産を持ったままウロウロしたくな
い観光客の目線と、高齢化に伴う買い物困難
者を支援できる点が高く評価され、お褒めの
言葉をいただきました。僕は将来研究職をめ
ざしていますが、開発段階からマーケティン
グ分析ができる人材になりたいと思います。

脱出ゲームの案内をする学生

グループ単位でプレゼンテーション

「えきまちテラス長浜」を現地調査

グループ単位で選択した
テーマを調査し、自ら調査
する力、情報源を見分け
る力、情報を整理する力
を修得する。

科学技術の進歩や国際化
の進展などに伴って起きる
社会問題について、論文情
報や新聞情報を収集し、構
想した解決策を発表する。

業界や職種について基礎
的な知識の学習、企業経
営者や卒業生との交流を
通して、自らの職業選択に
活用する。

長期休暇を活用して、一
定期間の就業を体験。実
際に社会で働くことで、自
らの将来設計をより確固た
るものにする。

企業の課題解決法を学ん
だ後、企業で活躍する方
を講師に招き、実際のサー
ビスを題材にしてブランド
戦略を立案する。

地域住民と共同で、長浜の
魅力を発信するイベント開
催のPBL型授業（Project-
based Learning）。

企業の課題解決法を学ん
だ後、企業で活躍する方
を講師に招き、実際のサー
ビスを題材としてブランド
戦略を立案する。

しょうがい者作業所などで
の協働体験やヒアリングを
通じて、健常者としょうが
い者が共生できる社会に
ついて考える。

大学の魅力を表現したプロ
モーションビデオをグルー
プ単位で制作。優秀作は、
市民にも公開した成果発
表会でプレゼン。

滋賀・京都・奈良の13大学
の連携による低学年次か
らのインターンシッププロ
グラム。企業研究と体験実
習を実施する。

3年間の集大成！
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教
学
へ
の
信
頼
と
期
待
に
よ
る

幅
広
い
求
人
で
高
い
内
定
率
を
堅
持

　

２
０
１
８
年
３
月
卒
業
生
・
修
了
生
は
、

前
年
同
様
、
３
月
広
報
解
禁
・
６
月
選
考
開

始
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
の
就
職
活
動
と
な
り
ま
し

た
。
企
業
の
採
用
意
欲
は
３
ヵ
年
連
続
で
高

く
な
り
ま
し
た
が
、
医
薬
・
化
学
・
食
品
な

ど
製
造
業
の
求
人
数
の
伸
び
は
前
年
よ
り
小

さ
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
医
薬
・
化
学
・

食
品
を
取
り
扱
う
商
社
や
流
通
で
の
求
人
数

が
大
き
く
増
加
し
、
全
体
的
に
は
本
学
へ
の

求
人
数
は
３
月
求
人
公
開
の
当
初
か
ら
前
年

を
上
回
り
、
年
度
最
終
合
計
１
０
、４
６
４
件

（
前
年
比
１
１
０
％
）
と
前
年
の
過
去
最
高
求

人
数
を
さ
ら
に
上
回
る
件
数
と
な
り
ま
し
た
。

18
年
度
３
月
卒
業
生
・
修
了
生
の
就
職

内
定
状
況

　

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
前
倒
し
で
内
定
時
期

が
早
ま
っ
た
前
年
で
し
た
が
、
18
年
卒
採
用

で
は
情
報
系
・
環
境
系
の
企
業
を
中
心
に
そ

れ
以
上
に
早
く
多
く
の
内
定
が
出
さ
れ
ま
し

た
。
本
学
で
も
早
期
か
ら
内
定
を
獲
得
す
る

学
生
が
増
加
し
、学
部
生
の
就
職
希
望
者
は
、

前
年
よ
り
１
割
程
増
え
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

10
月
１
日
ま
で
の
内
定
率
は
83
・
2
%
（
前

年
度
82
・
1
%
）、
最
終
就
職
内
定
率
は
98
・

4
％
（
内
定
１
８
５
名
/
就
職
希
望
１
８
８

名
、
前
年
度
内
定
率
は
98
・
2
％
）と
、
３
学

科
設
置
以
降
最
高
で
あ
っ
た
前
年
の
就
職
内

定
率
を
更
新
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
例

年
就
職
活
動
が
遅
れ
る
修
士
生
も
、
当
初
か

ら
旺
盛
に
活
動
を
行
い
、
最
終
の
就
職
内
定

率
は
１
０
０・０
％
（
内
定
者
28
名
/
就
職
希

望
者
28
名
、
前
年
度
決
定
率
96
・
9
％
）と
な

り
ま
し
た
。

　

学
部
卒
業
生
は
、卒
業
後
の
活
躍
分
野
に
合

わ
せ
た
新
し
い「
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム（
Ｐ
Ｇ
）」で

学
修
・
卒
業
す
る
初
年
次
生
で
し
た
。バ
イ
オ

サ
イ
エ
ン
ス
学
科﹇
創
薬
・
機
能
物
質
Ｐ
Ｇ
生
﹈

は
医
薬
品
・
化
学
系
、﹇
環
境
・
植
物
制
御
Ｐ
Ｇ

生
﹈は
環
境
系
・
医
薬
品
、﹇
遺
伝
子
・
細
胞
新
機

能
Ｐ
Ｇ
生
﹈は
環
境
系
・
食
品
系
が
多
く
、専
門

教
育
と
し
て
選
択
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
学
修

が
、就
職
先
業
種・内
定
先
に
繋
が
っ
て
い
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。た
だ
、
業
種
別
の
企
業
求

人
数
に
大
き
な
違
い
が
あ
っ
た
た
め
、
全
体
と

し
て
の
内
定
先
業
種
は
多
岐
に
わ
た
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ

ン
ス
学
科
で
は
、環
境
・
臨
床
検
査
・
受
託
研
究

や
食
品
分
野
へ
の
内
定
が
多
く
、
実
験
動
物
・

飼
育
や
食
品
衛
生
管
理
の
知
識
を
生
か
し
た

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
他
、動
物
を
扱
う

テ
ー
マ
パ
ー
ク
や
観
光
農
園
で
動
物
飼
育
に

携
わ
る
先
へ
の
内
定
も
増
え
て
い
ま
す
。コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
﹇
医
療
情

報
専
門
Ｐ
Ｇ
生
﹈
は
７
割
以
上
が
I
T
関
連
の

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
、﹇
情
報
生
物
専
門
Ｐ
Ｇ

生
﹈
は
３
割
が
I
T
関
連
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ

ニ
ア
、他
に
化
学
系
・
環
境
系
へ
と
内
定
し
て
い

ま
す
。ま
た
、学
部
生
の
大
学
院
進
学
は
、本
学

大
学
院
に
30
名
、京
大
・
阪
大
な
ど
国
公
立
大

学
院
に
17
名
で
し
た
。

　

修
士
修
了
生
は
、
医
薬
品
関
連
・
化
学
系
・

環
境
系
・
食
品
系
の
研
究
（
開
発
）・
品
質
管

理
な
ど
専
門
職
種
に
多
く
内
定
し
て
い
ま

す
。
医
薬
品
関
連
の
求
人
数
は
全
体
的
に
少

な
く
な
っ
て
い
る
中
、
本
学
修
士
修
了
生
は
前

年
並
に
２
割
の
学
生
が
内
定
を
得
て
い
ま
す
。

医薬品関連　5.9％

医療・理化学機器
5.9％

化学　19.6％

食品　15.7％
金融・商社・メディア
5.9％

農業　2.0％

機械等
製造
2.0％

流通　9.8％

教育研究
2.0％

その他　21.6％

環境・臨床検査・受託研究
9.8％

ＩＴ関連　2.5％

医薬品関連　7.5％
医療・理化学機器
2.5％

外食　10.0％

食品 5.0％金融・商社・メディア
12.5％

農業　2.5％

機械等製造
7.5％

流通　10.0％

公務員　2.5％
その他　10.0％

環境・臨床検査・受託研究
30.0％

化学　6.3％

ＩＴ関連　6.3％

医療・理化学機器
6.3％

外食　6.3％

食品 25.0％

機械等製造
6.3％

流通　6.3％

公務員　12.5％

その他
6.3％

環境・臨床検査・受託研究
18.8％

就
活 

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

就活ウォッチング

2017年度卒業生の進路と
2018年度就活の留意点
―   伊藤 正恵学生教育推進副機構長に聞く

企業の採用意欲は 3か年連続で高まりを見せ、本学卒業生の就職内定率も３学科設置以降最高
であった前年の就職内定率を更新する結果となりました。今年も企業の採用意欲は高いと予想
されます。就職・キャリア担当の伊藤正恵先生に、就活をめぐる状況とアドバイスを伺いました。

バイオサイエンス学部バイオサイエンス学科 ２
０
１
８
年
3
月
学
部
卒
業
生
の
就
職
・
進
路
状
況

合計
246 人

就職
185 人

大学院進学
47 人

その他の進学等
14 人

卒業生の進路創薬・機能物質ＰＧ

環境・植物制御ＰＧ

遺伝子・細胞新機能ＰＧ

医薬品関連　3.8％ 医療・理化学機器
2.7％

環境・臨床検査・受託研究
16.2％

化学　7.0％

食品　11.4％

ＩＴ関連　13.5％金融・商社・メディア　5.9％

農業　3.8％

機械等製造　7.0％

流通　8.6％

外食　2.7％

医療・福祉
1.6％

公務員　2.7％

教育・研究　0.6％

その他
12.4％

業種別割合

S E・プログラマー　13.0％

研究補助（助手）　0.5％

研究（開発）　3.2％

技術　33.5％

ＭＲ　1.1％

営業　10.8％

総合（一般）　27.6％

その他　10.3％

職種別割合

医療・福祉　8.1％

公務員　2.7％ その他　
8.1％

医薬品関連　2.7％

環境・臨床検査・受託研究
24.3％

食品　16.2％

金融・商社・
メディア　2.7％農業　10.8％

機械等製造　10.8％

流通　10.8％

外食　2.7％

アニマルバイオサイエンス学科

コンピュータバイオサイエンス学科

ＩＴ関連　56.1％
金融・商社・メディア
4.9％

農業　2.4％

機械等製造　9.8％

流通　4.9％

公務員　2.4％ その他
9.8％

環境・臨床検査・
受託研究　2.4％

化学　4.9％
食品　2.4％

過去三カ年の内定率推移

豊
富
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
と
て
い
ね
い
な

個
別
指
導
で
内
定
保
証

　

学
部
・
大
学
院
合
わ
せ
た
「
就
活
支
援
講

座
」29
回
、「
業
界
講
演
会
」20
社
、「
学
内
企
業

説
明
会
」１
２
０
社
申
込
み
・
38
社
開
催
、「
学

内
合
同
業
界
研
究
会
」46
社
、「
公
務
員
対
策
講

座
」「
病
院
対
策
講
座
」な
ど
就
活
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
多
く
の
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
と
年
間
一
人
平

均
11
回
に
及
ぶ
「
個
別
相
談
」
が
毎
年
の
高
い

内
定
率
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

19
年
度
３
月
卒
業
・
修
了
生
の
就
活　

「
売
り
手
市
場
で
も
油
断
は
禁
物
」

　

昨
年
、
一
昨
年
同
様
に
、
２
０
１
９
年
３

月
卒
業
・
修
了
生
の
就
職
活
動
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
３
月
情
報
解
禁
、
６
月
選
考
開
始
で
す
。

例
年
通
り
短
い
期
間
で
の
就
活
と
な
り
ま
す

が
、
３
年
次
か
ら
の
就
活
支
援
講
座
や
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
、
学
内
合
同
企
業
説
明

会
や
個
別
指
導
な
ど
、
細
や
か
な
サ
ポ
ー
ト

で
準
備
を
整
え
て
い
ま
す
か
ら
慌
て
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
依
然
、
企
業
の
採
用
意
欲
は
増
し

て
お
り
、
学
生
優
位
の
売
り
手
市
場
の
継
続

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
会
社
の
規
模

に
よ
っ
て
状
況
は
異
な
り
、
例
え
ば
従
業
員

１
０
０
０
人
未
満
の
企
業
の
求
人
倍
率
は
去

年
3
・
43
倍
で
、
一
昨
年
よ
り
０
・
94
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
ま
し
た
が
、
１
０
０
０
人
以
上
の
企

業
の
求
人
倍
率
は
一
昨
年
が
０・９
倍
、
去
年

が
0
・
71
倍
と
逆
に
下
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
安
定
を
求
め
て
大
手
企
業
を
め
ざ
す

学
生
が
増
え
た
こ
と
が
原
因
で
、
油
断
は
禁

物
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
本
学
で
人
気

の
研
究
職
や
開
発
職
は
、
修
士
修
了
生
の
採

用
が
今
や
基
本
と
な
っ
て

い
ま
す
。
２
０
１
８
年
卒

の
修
士
生
の
内
定
状
況
か

ら
も
75
％
が
研
究
職
・
開

発
職
・
技
術
職
に
就
い
て

お
り
、
高
度
な
専
門
職
を

め
ざ
す
な
ら
早
い
う
ち
か

ら
大
学
院
へ
の
進
学
を
視

野
に
入
れ
る
べ
き
で
し
ょ

う
。

　

そ
し
て
最
後
に
伝
え
た

い
の
が
、
大
手
企
業
ば
か

り
が
選
択
肢
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
。
中
小
企

業
や
地
元
企
業
に
就
職
し

た
学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

取
っ
て
み
て
も
、「
や
り
た

い
仕
事
が
で
き
る
」「
地
元

に
貢
献
し
た
い
」「
転
勤
が

な
い
」
な
ど
、
理
想
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
就
職
先
を
選
ん
で
い
ま

す
。
保
護
者
の
皆
様
は
人

生
の
先
輩
と
し
て
、
お
子

様
の
選
択
を
温
か
く
応
援

し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

個別相談

学内での合同業界研究会

meikou 2018 May vol.3715 14



　
　
　
　

講義＆実験　ピックアップ

　

生
物
工
学
と
は
生
物
を
介
し
た
も
の
づ
く

り
の
こ
と
で
あ
り
、
本
講
義
で
は
、
将
来
バ

イ
オ
技
術
者
や
製
造
現
場
に
携
わ
る
人
に
は

必
須
と
な
る
、
工
学
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
シ
ス

テ
ム
の
関
連
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。

　

工
学
的
な
プ
ロ
セ
ス
と
は
、
例
え
ば
材
料

の
調
達
や
加
工
、
反
応
、
精
製
、
充
填
と
い
っ

た
作
業
の
工
程
で
、
個
々
の
プ
ロ
セ
ス
を
統

合
し
た
も
の
が
シ
ス
テ
ム
で
す
。
本
講
義
で

は
、
専
門
性
の
高
い
プ
ロ
セ
ス
の
知
識
に
加

え
て
、
全
体
を
広
く
見
渡
せ
る
シ
ス
テ
ム
思

考
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
す
。

　

で
は
実
際
に
、
企
業
は
製
造
現
場
で
ど

の
よ
う
に
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
、
そ
の
過
程

で
生
じ
る
問
題
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。
全

15
回
の
講
義
の
う
ち
６
回
で
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
を
招
聘
し
、
現
場
の
生
の
声
を
拝
聴
し

ま
す
。

（
担
当
：
向 

由
起
夫
先
生
、
中
村 

卓
先
生
）

今
回
は
、も
の
づ
く
り
や
創
薬
な
ど
バ
イ
オ
の
実
社
会
へ
の
応
用
に
つ
い
て
学
ぶ

二
つ
の
講
義
を
紹
介
し
ま
す
。

　この講義では、生物化学工学の基礎を学ぶことで、生物
を利用した製造現場で働くときに必要となる知識を学ぶこ
とができます。この製造現場は開発現場とは違い、すでに
開発されているものを安く、大量に作る現場のことで、長
浜バイオ大学の学生も多く就職先にしています。また、現
場で働いている方をゲストスピーカーとして講義に招き、
体験談などの現場の生の声を聴く貴重な体験をさせてもら
うことができます。この講義であらかじめ学んでおくこと
で、このような現場に行ったとしても落ち着いて対応でき
ると思います。

　ひとくちに医薬品と言っても、化合物の低分子医薬品か
らペプチドなどの中分子医薬品、抗体などの高分子医薬品
まで様々な種類があります。受容体と小分子や中分子の薬
物の相互作用や、実際に使われている医薬品が生体内でど
のように働き、作用していくのかをこの講義では学びます。
医薬品の機能や開発に以前から興味があり、この講義を受
講しました。医薬品と受容体の作用機序や細胞内のシグナ
ル伝達の経路や生体内の反応濃度のなど重要な事項につい
て丁寧に解説してくださります。医薬品の作用機構につい
て学ぶことができる講義です。

工藤 友哉さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

小池 真由さん
（バイオサイエンス学科3年次生）

　

創
薬
研
究
に
必
要
な
知
識
基
盤
と
論
理
的

思
考
力
を
養
う
た
め
に
、
現
在
ま
で
に
開
発

さ
れ
た
重
要
性
の
高
い
薬
剤
に
つ
い
て
、
そ

の
構
造
や
機
能
、
開
発
の
経
緯
や
適
用
範
囲

の
拡
大
に
至
る
過
程
を
学
び
ま
す
。

　

抗
炎
症
剤
や
抗
が
ん
剤
、
降
圧
剤
、
抗
生

物
質
や
鎮
痛
剤
な
ど
、
広
範
に
使
用
さ
れ
る

基
本
的
な
医
薬
品
を
取
り
上
げ
、
分
子
・
原

子
レ
ベ
ル
で
構
造
や
機
能
、
作
用
機
序
を
理

解
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
受
講
学
生
が
興
味
あ

る
薬
剤
に
つ
い
て
、
自
ら
よ
り
深
く
調
査
し
、

そ
の
結
果
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
討
論

す
る
こ
と
で
、
創
薬
に
お
け
る
論
理
的
理
解

を
深
め
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

通
じ
て
創
薬
研
究
に
応
用
で
き
る
力
を
形
成

す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
や
医
薬
品
の
開
発
は
、
社
会
的
要
求
は

も
ち
ろ
ん
、
病
理
学
や
薬
理
学
、
薬
剤
学
や

有
機
化
学
な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
が
求
め
ら
れ
、
既
存
の
重
要
な
薬
剤

の
背
景
を
知
る
こ
と
は
創
薬
研
究
に
踏
み
出

す
第
一
歩
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

（
担
当
：
向
井 

秀
仁
先
生
、
木
曽 

良
明
先
生
）

も
の
づ
く
り
の
現
場
に
お
け
る

プ
ロ
セ
ス
と
シ
ス
テ
ム

生
物
工
学
シ
ス
テ
ム

薬
剤
の
開
発
経
緯
を
学
び

創
薬
に
応
用
す
る
力
を
養
う

医
薬
分
子
機
能
学

FD／SD通信
ファカルティおよびスタッフ・デベロップメント、略して FD／ SDとは大学教職員の
能力を高めるための実践的な取り組みのことです。先進的な取り組みについて情報収集
し、研修会を実施しています。ここでは、昨年度の取り組み状況について紹介します。

「
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）と
大
学
の
近
未
来

　
　

〜
求
め
ら
れ
る
新
た
な
大
学
像
の
構
築
〜
」

2
0
1
7
年
７
月
28
日

講
師
：
船
戸 

高
樹
先
生
（
山
梨
学
院
大
学
学
習
・
教
育
開
発
セ
ン
タ
ー 

顧
問
）

F aculty evelopmentD
S taff evelopmentD

学
外
の
F
D
研
修
会
へ
の
参
加
報
告

　

２
０
１
７
年
７
月
15
日
、
創
価
大
学
Ｆ
Ｄ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
高
大
接
続
と
大
学
教
育

│
高
校
の
取
組
み
か
ら
大
学
は
何
を
学
ぶ

か
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
近
畿

大
学
附
属
高
等
学
校
数
学
科
の
芝
池
宗
克
先

生
の
講
演
を
報
告
し
ま
す
。

　

一
定
数
つ
い
て
い
け
な
い
生
徒
に
対
応
す

る
目
的
で
授
業
改
善
を
し
、
①
自
作
の
予
習

ム
ー
ビ
ー
の
利
用
に
よ
る
学
習
状
況
の
評

価
、
②
教
師
主
導
に
よ
る
知
識
確
認
演
習
、

③
グ
ル
ー
プ
活
動
を
多
用
し
た
生
徒
主
導
の

学
び
、
④
学
習
内
容
の
振
り
返
り
、
と
い
っ

た
一
連
の
授
業
デ
ザ
イ
ン
を
し
て
い
ま
す
。

　

優
秀
な
生
徒
に
は
、
③
の
時
に
問
題
作
成

を
担
当
さ
せ
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
成
績
上

位
者
を
退
屈
に
さ
せ
な
い
工
夫
は
き
め
細
か

く
、
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
じ
た
級
友
の
練
磨

は
温
か
み
の
あ
る
取
り
組
み
で
、
大
学
で
よ

く
あ
る
実
験
レ
ポ
ー
ト
見
せ
合
い
を
逆
用
す

る
授
業
改
善
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ま
し
た
。

（
報
告
：
奈
良 

篤
樹
）

友
人
同
士
が
練
磨
す
る
学
習
環
境

〜
反
転
授
業
に
よ
る
授
業
デ
ザ
イ
ン
と
は
〜

学
内
の
研
修
会
の
実
施

　

近
頃
、
な
に
か
と
話
題
に
な
っ
て
い
る
Ａ

Ｉ
で
す
が
、
教
育
・
研
究
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
つ
つ
あ
る
か
、
さ
ら
に
Ａ
Ｉ
教
育

が
築
く
近
未
来
社
会
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
学
業
務
の
円
滑
化
に
Ａ
Ｉ
を

導
入
す
る
事
例
が
出
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹
介

い
た
だ
き
、
Ａ
Ｉ
時
代
に
対
応
し
た
人
材
教

育
の
重
要
性
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
大
学
教
職
員

が
で
き
る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る
有
意
義
な

研
修
と
な
り
ま
し
た
。

「
名
古
屋
議
定
書
国
内
発
効 

学
術
研
究
分
野
で
の
対
応
」

2
0
1
7
年
９
月
13
日

　

講
師
：
鈴
木 

睦
昭
先
生

（
国
立
遺
伝
子
研
究
所
Ａ
Ｂ
Ｓ
学
術
対
策
チ
ー
ム 

知
財
室
長
）

　

バ
イ
オ
研
究
で
重
要
な
希
少
生
物
の
遺
伝

子
資
源
を
外
国
で
採
取
し
て
、
日
本
に
基
礎

研
究
の
た
め
に
持
ち
込
む
場
合
の
注
意
点
や

手
続
き
を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
報
告
：
長
谷
川 

慎
）

「
学
生
チ
ュ
ー
タ
ー
制
度
の
概
念
と
展
開
」

2
0
1
8
年
３
月
19
日

講
師
：
石
毛 
弓
先
生（
大
手
前
大
学
現
代
社
会
学
部 

教
授
）

　

本
学
で
４
月
よ
り
導
入
し
た
学
生
チ
ュ
ー

タ
ー
制
度
に
つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。
学
生

チ
ュ
ー
タ
ー
と
は
新
入
生
の
学
生
生
活
の
円

滑
な
ス
タ
ー
ト
を
助
け
る
た
め
に
、
先
輩
学

生
が
同
じ
学
生
な
ら
で
は
の
視
点
で
ア
ド
バ

イ
ス
を
与
え
る
こ
と
を
任
務
と
し
ま
す
。
こ

の
支
援
制
度
の
導
入
事
例
と
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
、
成
功
の
た
め
の
留
意
点
に
つ
い

て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
制

度
は
、
多
く
の
大
学
で
導
入
事
例
が
あ
り
、

成
果
を
挙
げ
て
い
る
と
の
こ
と
。
こ
れ
を
成

功
に
導
く
た
め
に
は
、
教
職
員
は
そ
の
制
度

の
意
義
を
充
分
に
理
解
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
と
の
主
旨
で
、
貴
重

で
実
際
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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●▲■研究活動

植
物
ホ
ル
モ
ン
の
情
報
伝
達
を
解
明
し
、

環
境
変
化
に
適
応
で
き
る
イ
ネ
の
開
発

を
め
ざ
す
今
村
（
陣
田
）
綾
先
生
の
研

究
室
を
訪
ね
ま
し
た
。

今
村（
陣
田
） 

綾 

先
生

●
植
物
遺
伝
学
研
究
室

プロフィール
地球温暖化に伴う植物の生育環
境の激変を鑑み、塩・低温・乾燥・
光などあらゆるストレスに対して耐
性をもつイネの開発を、植物の成長
を促すサイトカイニンの情報伝達
機構の解明からアプローチを行う。
名古屋大学大学院生命農学研究
科博士課程修了、日本学術振興
会特別研究員を経て本学へ。岐
阜市出身。

研究室訪問38
―
―　

 

先
生
の
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い
て
教
え
て
く

だ
さ
い
。

　

私
の
研
究
は
植
物
ホ
ル
モ
ン
の
一
種
で
、
植
物

の
成
長
に
広
く
関
わ
る
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
が
、
環

境
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
感
知
し
て
、
根
や
地
上

部
の
細
胞
分
裂
を
促
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
情
報

伝
達
経
路
を
解
明
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

　

実
は
双
子
葉
植
物
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
で
は
、

サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
情
報
伝
達
機
構
の
解
明
が
か

な
り
進
ん
で
い
る
の
で
す
が
、
私
が
研
究
対
象
と

し
て
い
る
イ
ネ
な
ど
の
穀
物
は
単
子
葉
植
物
が
多

い
で
す
。
進
化
の
過
程
で
分
岐
し
た
単
子
葉
植
物

と
双
子
葉
植
物
が
、
果
た
し
て
同
じ
機
構
で
サ
イ

ト
カ
イ
ニ
ン
を
働
か
せ
て
い
る
の
か
。
そ
の
あ
た

り
は
ま
だ
不
明
な
点
が
多
く
、
も
し
単
子
葉
植
物

と
双
子
葉
植
物
の
情
報
伝
達
経
路
の
違
い
を
発
見

で
き
れ
ば
、
私
た
ち
の
食
生
活
に
直
結
し
て
い
る

穀
類
植
物
の
増
産
に
つ
な
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　

実
際
に
イ
ネ
に
関
し
て
は
、
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン

量
を
人
工
的
に
増
や
し
て
や
れ
ば
、
収
量
を
上
げ

ら
れ
る
と
い
う
報
告
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

私
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
サ
イ
ト
カ
イ
ニ

ン
の
情
報
量
に
注
目
し
て
い
て
、
伝
達
経
路
の
通

り
を
よ
く
し
て
シ
グ
ナ
ル
を
ス
ム
ー
ズ
に
伝
え
る

な
ど
、
伝
達
す
る
量
を
調
整
し
て
収
量
の
効
率
化

を
図
る
こ
と
で
す
。

　

た
だ
し
、
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
情
報
量
が
多
く

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
乾
燥
に
弱
く
な
る
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
成
長
を
促
し
て
個
体
を

大
き
く
し
過
ぎ
る
と
水
分
量
が
足
り
な
く
な
り
、

乾
燥
に
敏
感
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
の
点

で
は
、
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン
の
情
報
量
を
少
な
く
し

た
方
が
乾
燥
に
対
す
る
耐
性
を
付
与
で
き
ま
す
し
、

海
水
な
ど
に
よ
る
塩
ス
ト
レ
ス
に
対
し
て
も
、
成

長
量
が
少
な
く
て
済
む
小
さ
な
個
体
の
方
が
強
い

と
い
え
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
プ
ラ
ス
の
面
と
マ
イ

ナ
ス
の
面
を
考
慮
し
な
が
ら
、
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン

の
情
報
伝
達
量
を
調
節
し
て
、
生
育
環
境
に
適
し

た
イ
ネ
の
開
発
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―　

 

最
近
の
研
究
で
進
展
は
あ
り
ま
し
た
か
?

　

現
在
、
単
子
葉
植
物
と
双
子
葉
植
物
の
情
報
伝

達
の
違
い
を
解
明
す
る
た
め
に
、
サ
イ
ト
カ
イ
ニ

ン
応
答
遺
伝
子
群
の
働
き
方
の
違
い
を
調
べ
て
い

ま
す
。
双
子
葉
植
物
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ
の
遺
伝

子
群
は
同
じ
よ
う
な
働
き
を
も
つ
も
の
が
多
い
の

で
す
が
、
単
子
葉
植
物
の
イ
ネ
の
遺
伝
子
群
は
異

な
る
３
つ
の
働
き
方
を
も
っ
て
い
ま
す
。

　

３
つ
の
働
き
方
の
違
い
は
、
サ
イ
ト
カ
イ
ニ
ン

応
答
遺
伝
子
群
が
合
成
し
た
タ
ン
パ
ク
質
で
調
整

さ
れ
、イ
ネ
の
細
胞
核
で
働
く
も
の
、細
胞
質
で
働

く
も
の
、
細
胞
の
中
全
体
で
働
く
も
の
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
私
の
研
究
室
の
学
生
た
ち
が
、

イ
ネ
の
培
養
細
胞
を
使
っ
て
細
胞
レ
ベ
ル
で
遺
伝

子
群
の
特
徴
分
け
を
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、
今
後

は
個
体
レ
ベ
ル
で
遺
伝
子
の
働
き
方
の
違
い
が
表

現
型
に
与
え
る
影
響
を
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
っ
て
、
イ
ネ
を
取
り
巻
く
環

境
は
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
夜
に

な
っ
て
も
気
温
が
下
が
ら
ず
、
米
の
品
質
は
悪
く

な
る
一
方
で
す
。
さ
ら
に
温
暖
化
が
進
め
ば
、
乾

燥
が
激
し
く
な
り
、
乾
燥
が
激
し
く
な
れ
ば
土
に

含
ま
れ
る
塩
分
濃
度
も
上
が
り
ま
す
。
ス
ト
レ
ス

耐
性
を
も
つ
イ
ネ
の
開
発
は
今
や
急
務
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

―
―　

 

最
後
に
学
生
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

私
も
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
が
、〝
モ
ノ
を
よ
く

観
察
す
る
こ
と
〞
が
と
て
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

実
験
で
細
胞
を
じ
っ
く
り
観
察
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
、
道
端
に
生
え
て
い
る
花
や
木
の
様
子
、「
今
年

は
桜
の
開
花
が
早
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
あ
た
り
は

な
ぜ
つ
ぼ
み
が
多
い
の
だ
ろ
う
」と
か
、身
近
な
と

こ
ろ
で
不
思
議
を
感
じ
る
と
こ
ろ
か
ら
研
究
が
始

ま
り
ま
す
。
な
に
も
か
も
を
当
た
り
前
の
こ
と
だ

と
思
わ
ず
、
五
感
を
研
ぎ
澄
ま
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。「
不
思
議
だ
な
」
と
思
う
気
持
ち
が
学
ぶ
意
欲

を
育
む
の
で
す
。

─2017年度の外部研究資金の獲得状況─
本学は、2017年度に以下の政府機関、企業、団体から大変多くのご支援をいただきました。
これらのご支援により教育・研究活動を大きく進めることができました。心より感謝いたします。
なお、企業との契約による守秘義務の関係により、掲載されていない企業との共同研究もあります。

学　科 研究
代表者名 職　位 出資元団体名 研究種目 研究事業内容

バイオサイエンス学科

伊藤　正恵 教　授 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 麻疹流行株交代現象の解析ー排除状態維持のためのウイルス伝播能力の分子基盤
河合　　靖 教　授 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 生体関連物質による off /on 型蛍光プローブの開発とそのガン細胞ターゲティング

蔡　　晃植 教　授 農林水産技術会議事務局 受託研究 農林水産業・食品産業科学技術研究推進事業委託事業「新しい作用メカニズムによ
り多種作物で利用可能な新型抵抗性誘導剤の開発」

佐々木真一 教　授
日本学術振興会 基盤研究 C（一般） NIR ウィンドウの活用に向けた機能性色素の開発

国立研究開発法人科学技術振興機構 その他 日本・アジア青少年サイエンス交流事業さくらサイエンスプラン　平成 29 年度公
募第 4回審査「天然色素を活用する太陽電池素材の開発」

長谷川　慎 教　授

日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 中分子創薬を企図した新規プロテアソーム阻害剤の開発

国立研究開発法人科学技術振興機構 受託研究 研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）ステージⅡ・シーズ育成タイプ「粒子
分画能力を持つ金属メッシュを利用した細胞分離培養装置の開発」

日本学術振興会 基盤 B（海外学術調査）研究分担者 ロタウイルス感染症の疫学と感染モード解明に関する研究
林　　　誠 教　授 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） ペルオキシソーム膜 ABC トランスポーターによる種子発芽制御機構の解明

水上　民夫 教　授
国立研究開発法人科学技術振興機構 受託研究（研究分担者） 研究成果最適展開支援プログラム（A-STEP）ステージⅡ・シーズ育成タイプ「粒子

分画能力を持つ金属メッシュを利用した細胞分離培養装置の開発」
日本学術振興会 基盤研究 B（一般） 新規がんタンパク質 dynAP による腫瘍形成機構の解明と分子標的治療薬の開発

山本　博章 教　授 ポーラ化成工業株式会社 奨学寄付金 MC1R 遺伝子解析研究への指導・援助

亀村　和生 准教授 日本学術振興会
基盤研究 C（一般） FET タンパク質の翻訳後修飾によるマルチ機能制御に関する研究
基盤研究 C（一般）研究分担者 天然変性タンパク質におけるO-GlcNAc 修飾の予測と検証

中村　　卓 准教授 日本学術振興会 基盤研究 C（特設分野研究） 酵素の機能改良のための遷移状態解析法の開発

奈良　篤樹 准教授 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 胎盤細胞で働くエンドソーム膜タンパク質MLN64 のコレステロール輸送における
役割

向井　秀仁 准教授 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 一群のミトコンドリア蛋白質由来新規生理活性ペプチドによる生体調節機構の解明

保科　　亮 助　手 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 多数の藻類を細胞内共生させる原生動物における共生形態の多様性と進化に関する
研究

バイオサイエンス学科
臨床検査学プログラム 伊藤　洋志 准教授 日本学術振興会

基盤研究 C（一般） 多剤耐性菌感染症を克服するオートファジー機構を介した好中球機能制御
基盤研究 C（一般）研究分担者 遺伝子組換えタンパク質によるマクロファージ機能の超制御機構とその臨床応用

アニマルバイオサイエンス
学科

齊藤　　修 教　授 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 植物ポリフェノール類による TRP チャネル活性化と渋味感覚の仕組み

永井　信夫 教　授
日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 脳梗塞後の血管透過性亢進における線溶系の機能の解明
クラシエホームプロダクツ株式会社 奨学寄付金 皮膚における線溶因子の機能解明研究

中村　肇伸 教　授

公益財団法人武田科学振興財団 奨学寄付金 2017 年度医学系研究奨励（基礎）「真の全能性細胞の同定とその制御」
国立研究開発法人日本医療研究開発
機構 受託研究 革新的先端研究開発支援事業ユニットタイプ「エピゲノム研究に基づく診断・治療

へ向けた新技術の創出」研究領域「エピゲノム成立の分子メカニズム解明と制御」

日本学術振興会
新学術領域研究（研究領域提案型） 着床前胚のエピゲノムダイナミクスと制御
基盤研究 B（一般） 真の全能性細胞の可視化とその制御

竹花　佑介 准教授 日本学術振興会 若手研究 B メダカ属魚類における XY型から ZW型への性決定機構の進化

コンピュータ
バイオサイエンス学科

白井　　剛 教　授
国立研究開発法人日本医療研究開発
機構 受託研究

医療研究開発推進事業費補助金（創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業）「創薬
等ライフサイエンス研究を促進する研究支援とデータサイエンス」

医療研究開発推進事業費補助金（創薬等ライフサイエンス研究支援基盤事業）「生薬
データベースの高度化と構造創薬への応用」

日本学術振興会 基盤研究 B（一般） 超分子グラフシステムによるGWAS 解析の研究

松島　三兒 教授 佐藤酒造株式会社 その他 「滋賀県産南高梅を使った地域連携型梅酒商品化プロジェクト」における梅酒の成分
分析

大島　一彦 准教授 日本学術振興会 基盤研究 B（一般）研究分担者 ヘビからカエルへの遺伝子水平伝播：起源系統と発生地域の解明および媒介生物の
特定

小倉　淳 准教授

日本学術振興会

基盤研究 C（一般）研究分担者 多数の藻類を細胞内共生させる原生動物における共生形態の多様性と進化に関する
研究

基盤研究 C（一般）研究分担者 ゲノム動態解析に基づくブナ林の衰退兆候の評価法
新学術領域研究（研究領域提案型）
研究分担者

単一細胞シークエンスデータに基づく細胞社会学のための情報手法の開発とデータ
解析

公益財団法人住友財団 奨学寄付金 2017 年度基礎科学研究助成「巨大ウイルスのホスト - クロレラへの全ゲノム挿入と
ホスト進化プロセスへの影響」

滋賀発成長産業発掘・育成コンソー
シアム 奨学寄付金 滋賀テックプランター関西アーバン基金助成金「新規医療用接着剤バイオグルーの

開発」
塩生　真史 准教授 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 機能未知スプライシングアイソフォームの機能部位予測法の開発
米澤　弘毅 助　手 日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 非モデル生物における条件依存型選択的スプライシングの網羅的発見手法の開発

土方　敦司 プロジェクト
特任講師 日本学術振興会

若手研究 B ミスセンス変異の分子機能及び表現型への影響を予測する手法の開発
基盤研究 C（一般）研究分担者 機能未知スプライシングアイソフォームの機能部位予測法の開発

一般教育 西郷甲矢人 准教授
一般社団法人ドレスト光子研究起点 奨学寄付金 平成 29 年度オフシェル科学共同研究費補助金「量子確率論および量子ウォークの

数理を活用したドレスト光子研究・オフシェル科学の構築」
日本学術振興会 若手研究 B 量子古典対応の数理と逆正弦法則
日本学術振興会 基盤研究 A（一般）研究分担者 ナノ光学とレーザーカオスを用いた超高集積・超高速意思決定の創製

客員教員
池村　淑道 客員教授

日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 生命科学分野の多様なビッグデータからの能率的知識発見手法の開発
日本学術振興会 基盤研究 C（一般）研究分担者 水平伝播遺伝子予測システムの開発と環境適応と共進化過程の解明
公益信託進化学振興木村資生基金 その他 平成 29 年度講演会・セミナー等開催費用助成　木村資生記念進化学セミナー

池本　正生 客員教授
日本学術振興会 基盤研究 C（一般） 遺伝子組換えタンパク質によるマクロファージ機能の超制御機構とその臨床応用
株式会社松風 奨学寄付金 学術助成

博士研究員 亀井　優香 博　士
研究員 日本学術振興会 研究活動スタート支援 ビタミン B6 による細胞寿命制御機構の解明

バイオサイエンス研究科

服部　竜弥
日本学術
振興会特
別研究員

日本学術振興会 特別研究員奨励費 新規好中球活性化ペプチド、マイトクリプタイドー１の生理的機能の解明に関する
研究

丸谷　飛之
日本学術
振興会特
別研究員

日本学術振興会 特別研究員奨励費 ミトコンドリアに由来する傷害関連分子パターンの受容体同定およびその生体機能
解析

織田　麻衣 特別任
用助手 日本科学協会 奨学寄付金 平成 29 年度笹川科学研究助成「脊椎動物 TRPA1 の高温感受性の分子機構に関する

研究」
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環
境
変
化
を
素
早
く
感
知
し
、
柔
軟
に

適
応
す
る
た
め
、
動
物
は
様
々
な
感
覚
セ
ン

サ
ー
を
獲
得
し
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
温
度

変
化
や
酸
化
ス
ト
レ
ス
、
痛
み
な
ど
の
刺
激

に
よ
っ
て
活
性
化
さ
れ
る
主
要
な
侵
害
刺
激

セ
ン
サ
ー
が
、T

RP

チ
ャ
ネ
ル
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
１
月
ま
で
動
物
分
子
生
物

学
研
究
室
に
所
属
し
て
い
た
織
田
麻
衣
さ
ん

（
現
在
、
群
馬
大
学
医
学
部
博
士
研
究
員
）と
、

動
物
の
感
覚
セ
ン
サ
ー
の
機
能
を
研
究
す
る

齊
藤
修
先
生
は
、
陸
上
に
比
べ
て
温
度
環
境

が
安
定
し
た
水
中
の
棲
む
魚
類
に
注
目
し
、

温
度
感
受
性T

RP

チ
ャ
ネ
ル
と
し
て
働
く

T
RPA

1

に
つ
い
て
の
分
析
を
行
い
ま
し
た
。

　

ヒ
ト
や
マ
ウ
ス
は
10
〜
60
度
の
温
度
帯

で
６
種
類
のT

RP

チ
ャ
ネ
ル
を
使
い
分

け
て
温
度
変
化
を
感
じ
ま
す
が
、
陸
上

動
物
が
冷
た
さ
を
感
知
す
る
受
容
体
の

T
RPM

8

を
魚
は
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
織
田

さ
ん
と
齊
藤
先
生
は
、
２
０
１
７
年
12
月

発
行
の
『B

iochem
ical and B

iophysical 

R
esearch C

om
m

unications

』で
、
陸
上
動

物
の
マ
ウ
ス
が
冷
た
さ
を
感
知
す
るT

RPA
1

が
、
メ
ダ
カ
で
は
温
か
さ
を
感
知
し
て
機
能

す
る
こ
と
を
発
表
。
続
い
て
２
０
１
８
年
３

月
発
行
の
『N

euroR
eport

』
で
、
フ
グ
の

T
RPA

1

が
温
・
冷
ど
ち
ら
も
感
知
す
る
両
温

応
答
性
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
織
田
さ
ん
はT

RPA
1

の
高
温
応

答
で
、
陸
上
動
物
に
比
べ
て
水
生
動
物
の
共

通
特
性
は
何
か
、
さ
ら
に
そ
の
機
構
を
解
明

し
よ
う
と
し
て
お
り
、
有
能
な
若
手
研
究
者

に
贈
ら
れ
る
日
本
科
学
協
会
の
「
笹
川
科
学

研
究
奨
励
賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

視
覚
の
獲
得
に
必
須
の

眼
の
初
期
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
解
析

 

　

田
端 

裕
正
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
２
０
１
７
年
度
修
了
）

　
　
　
　
　
　
　
山
本 

博
章
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

魚
類
の
温
度
セ
ン
サ
ー
の
機
構
解
明
で

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
２
本
の
論
文
を
発
表

 

　

織
田 

麻
衣
さ
ん
（
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程
２
０
１
６
年
度
修
了
）

　
　
　
　
　
　

齊
藤 

修
先
生
（
ア
ニ
マ
ル
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

脊
椎
動
物
の
眼
の
網
膜
は
、
光
を
感
知
す

る
細
胞
を
含
む
神
経
網
膜
の
細
胞
と
、
網
膜

色
素
上
皮
と
よ
ば
れ
る
一
層
の
色
素
細
胞
に

大
き
く
区
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
神
経
網

膜
細
胞
と
色
素
細
胞
は
初
期
段
階
で
脳
の
一

部
と
し
て
発
生
し
ま
す
が
、こ
れ
ら
神
経
細
胞

と
色
素
細
胞
を
分
離
す
る
領
域
化
が
進
ま
な

け
れ
ば
、モ
ノ
を
視
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
眼
球

の
形
成
に
さ
え
重
大
な
支
障
を
き
た
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
神
経
網
膜
細
胞
と
色
素
細
胞
の

領
域
化
に
は
、
眼
の
発
生
を
制
御
す
るPax6

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
の
関
与
が
広
く
知
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
領
域
化
の
詳
し
い
メ
カ
ニ

ズ
ム
に
つ
い
て
は
謎
を
残
し
た
ま
ま
で
し
た
。

そ
こ
で
田
端
裕
正
さ
ん
と
色
素
細
胞
を
研
究

す
る
山
本
博
章
先
生
は
、
転
写
因
子
と
し
て

遺
伝
子
発
現
調
節
に
働
くP

ax6

が
ど
の
よ

う
に
関
連
遺
伝
子
を
制
御
し
て
領
域
化
を
行

う
の
か
、ニ
ワ
ト
リ
胚
の
発
生
中
の
脳
で
、将

来
眼
に
な
る
領
域
を
め
が
け
て
、
エ
レ
ク
ト

ロ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
法
と
い
う
特
殊
な
方
法
を

用
い
て
、改
変
し
たP

ax6

遺
伝
子
を
導
入
す

る
こ
と
で
解
明
し
よ
う
と
試
み
ま
し
た
。

　

転
写
因
子
は
核
内
でD

N
A

と
結
合
す
る

た
め
、
核
に
進
入
す
る
通
行
手
形
の
よ
う
な

核
局
在
化
シ
グ
ナ
ル
と
い
う
特
別
な
ア
ミ
ノ

酸
配
列
を
も
ち
ま
す
が
、P

ax6

に
は
２
ヵ

所
の
核
局
在
化
シ
グ
ナ
ル
が
あ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
た
た
め
、
神
経
網
膜
細
胞
と
色
素

細
胞
と
い
う
異
な
る
細
胞
を
作
る
際
に
こ
れ

ら
の
使
い
方(

強
弱
を
含
め)

が
異
な
る
の
で

は
な
い
か
と
二
人
は
考
え
て
き
ま
し
た
。
今

回
の
解
析
で
、P

ax6

が
持
つ
２
ヵ
所
の
シ

グ
ナ
ル
配
列
の
一
方
は
、
実
は
強
さ
の
異
な

る
核
局
在
化
シ
グ
ナ
ル
が
い
く
つ
も
集
ま
っ

た「
領
域
」を
形
成
し
、
こ
れ
が
進
化
的
に
も

強
く
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し

た
。
こ
の
結
果
は
、
二
人
の
当
初
の
考
え
を

支
持
す
る
だ
け
で
な
く
、
ど
の
よ
う
に
し
て

こ
の
領
域
が
創
出
さ
れ
保
存
さ
れ
て
き
た
か
、

新
た
な
進
化
的
な
課
題
も
明
ら
か
に
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。P

ax6

が
関
わ
る
眼
の

発
生
過
程
解
明
の
進
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
研
究
論
文
は
、

２
０
１
７
年
１
月
、
日
本
遺
伝
学
会
発
行
の

『G
enes &

 G
enetic system

s

』
に
ア
ク
セ

プ
ト
さ
れ
ま
し
た
。

耐
熱
性
シ
ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素
を
用
い
て

S
-

ア
リ
ル
シ
ス
テ
イ
ン
な
ど
の
有
用
物
質
を
生
成

 

　

中
村 

卓
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

シ
ス
テ
イ
ン
と
は
、医
療
や
美
容
、食
品
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
利
用
さ
れ
る
汎
用
性
の

極
め
て
高
い
ア
ミ
ノ
酸
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
酵
素
を
介
し
て
有
用
物
質
の
生
産

に
取
り
組
む
中
村
卓
先
生
は
、
超
好
熱
性
古

細
菌
由
来
の
耐
熱
性
シ
ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素

を
用
い
て
、S

│
ア
リ
ル
シ
ス
テ
イ
ン
な
ど
の

有
用
物
質
を
効
率
よ
く
合
成
で
き
る
こ
と
を

証
明
し
ま
し
た
。

　

S

│
ア
リ
ル
シ
ス
テ
イ
ン
は
ニ
ン
ニ
ク
な

ど
に
多
く
含
ま
れ
、
抗
酸
化
ス
ト
レ
ス
作
用

や
神
経
保
護
作
用
に
優
れ
る
こ
と
か
ら
、
医

薬
品
や
健
康
食
品
へ
の
応
用
が
大
い
に
期
待

さ
れ
る
物
質
で
す
。
中
村
先
生
は
耐
熱
性
シ

ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素
を
利
用
し
て
、
シ
ス
テ

イ
ン
よ
り
も
1.5
倍
効
率
よ
くS

│
ア
リ
ル
シ

ス
テ
イ
ン
を
合
成
で
き
た
だ
け
で
な
く
、
抗

H
IV

薬
の
部
分
構
造
と
な
るS

│
フ
ェ
ニ
ル-l-

シ
ス
テ
イ
ン
や
去
痰
薬
の
カ
ル
ボ
シ
ス
テ
イ

ン
と
い
っ
た
複
数
の
機
能
性
物
質
を
生
み
出

す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
で
、
本
来
シ
ス
テ
イ
ン
を
合
成

す
る
耐
熱
性
シ
ス
テ
イ
ン
合
成
酵
素
が
多
様

な
有
用
物
質
を
生
産
で
き
る
こ
と
を
実
証
し

た
ほ
か
、
80
度
以
上
の
熱
を
加
え
て
も
死
活

し
な
い
超
好
熱
性
古
細
菌
由
来
の
酵
素
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
有
用
ア
ミ
ノ
酸
生
産
に
関

わ
る
産
業
の
効
率
化
が
見
込
ま
れ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

中
村
先
生
の
研
究
成
果
は
、
日
本
化
学

会
発
行
の
学
術
論
文
誌
『C

hem
istry 

L
etters

』（2017

年,vol.46

）
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
。 

有
用
ア
ミ
ノ
酸
生
産
に
関
わ
る
産
業
の
効
率
化
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
と
、
解
析
で
様
々
な
研
究
グ
ル
ー
プ

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
研
究
成
果
、
大
学
院
生（
当
時
）が
関
わ
っ
た
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

研究最前線

計
算
化
学
の
手
法
を
用
い
て

物
性
の
解
析
を
進
め
る

 

　

川
瀬 

雅
也
先
生
（
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科
）

　

量
子
化
学
計
算
に
よ
り
物
性
研
究
を
進
め

て
い
る
川
瀬
雅
也
先
生
は
、現
在
、2
次
元
物

質
の
電
子
物
性
の
解
析
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
2
次
元
物
質
は
電
極
材
料
な
ど
へ
の
応

用
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
電
子
物
性
が

さ
か
ん
に
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
計
算
手
法

の
進
歩
も
著
し
く
、現
在
、よ
う
や
く
最
新
の

計
算
手
法
を
使
う
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備

が
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
研
究
が
始

ま
る
そ
う
で
す
。
計
算
化
学
で
は
、
ど
れ
だ

け
一
般
化
で
き
る
か
が
重
要
で
、
一
部
の
現

象
の
説
明
し
か
で
き
な
け
れ
ば
、
根
本
的
に

モ
デ
ル
の
見
直
し
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
何
度
も
繰
り
返
し
改
良
を
重
ね
る

た
め
、
な
か
な
か
成
果
が
出
な
い
の
も
事
実

で
す
。
し
か
し
、
成
果
が
出
れ
ば
注
目
さ
れ

ま
す
。
以
前
の
論
文
で
引
用
数
２
３
２
の
燃

料
電
池
の
電
極
材
料
に
関
す
る
も
の
も
あ
り
、

（J. Solid State Chem
., 121, 423 

（1996

））

う
ま
く
行
っ
た
と
き
の
計
算
化
学
の
面
白
さ

が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。
近
年

で
は
、
メ
ス
バ
ウ
ア
ー
分
光
法
や
テ
ラ
ヘ
ル

ツ
分
光
法
を
用
い
た
物
性
測
定
と
計
算
化
学

を
組
み
合
わ
せ
た
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

物
性
研
究
の
ほ
か
に
、Q

SA
R

（
定
量
的

構
造
活
性
相
関
）解
析
や
統
計
解
析
な
ど
の

分
野
で
も
共
同
研
究
を
行
い
、
様
々
な
研
究

グ
ル
ー
プ
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

２
０
１
８
年
4
月
に
発
行
さ
れ
た
日

本
農
芸
化
学
会
の
英
文
誌
『B

ioscience, 

B
iotechnology, and B

iochem
istry

』に
掲
載

さ
れ
た
論
文
で
は
、
食
品
成
分
の一つ
で
あ
る
ク

ル
ク
ミ
ン
類
のA

hR

（A
ryl H

ydrocarbon 
Receptor

）
へ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
結
合
阻
害

活
性
に
つ
い
てQ

SA
R

解
析
を
行
っ
た
結
果
を

報
告
し
ま
し
た
。

　

同
じ
く
２
０
１
８
年
4
月
に
発
行
さ
れ

た
日
本
薬
学
会
の
英
文
誌
『C

hem
ical &

 

P
harm

aceutical B
ulletin

』
で
は
、
生
薬
の

原
料
と
な
る
芍
薬
の
品
質
管
理
法
の
開
発

を
め
ざ
し
、
生
薬
中
の
金
属
含
有
量
の
分
析

結
果
の
多
変
量
解
析
に
よ
る
ク
ラ
ス
分
け
を

行
っ
た
論
文
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

研究最前線
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essay
essay

虎
姫
高
校
1
年
生
が

バ
イ
オ
セ
ミ
ナ
ー
で
来
学

　

３
月
10
日
、
虎
姫
高
校
1
年
生
全
員（
2
3
7
名
）を
対
象
に
、

来
学
型
高
大
連
携
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
虎

姫
高
校
が
文
部
科
学
省
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ

エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」の
講
座
と
し
て
行
っ
た
も
の
で
、
現
代

人
と
し
て
必
須
の
教
養
で
あ
る「
生
命
科
学
」に
つ
い
て
、
実
験

実
習
や
大
学
教
員
と
の
交
流
・
対
話
を
通
し
て
生
命
科
学
や
生

命
倫
理
と
知
識
を
広
げ
深
め
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
実
験
実
習
と
講
義
を
受
講
す
る
生
徒
（
1
5
7
名
）

と
、
一
日
通
し
で
実
験
実
習
を
行
う
実
験
講
座（
80
名
）に
分
か

れ
、本
学
が
教
育
・
研
究
し
て
い
る
生
命
科
学
・
生
命
情
報
科
学

に
つ
い
て
の
専
門
的
な
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
し
た
。
生
徒
は

高
校
で
学
習
し
て
き
た「
S
S
生
物
Ⅰ
」の
知
識
を
深
め
る
良
い

機
会
と
な
り
ま
し
た
。

T
A
N
A
K
A
M
I
こ
ど
も
環
境
ク
ラ
ブ
の

実
験
を
指
導

　

T
A
N
A
K
A
M
I
こ
ど
も
環
境
ク
ラ
ブ
は
、
大
津
市
南
部
の

田
上
地
域
を
主
な
活
動
場
所
と
し
て
、生
き
物
調
査
や
自
然
体
験

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
児
童
・
生
徒
を
中
心
と
し
た
団
体
で
す
。

近
年
、地
域
の
池
な
ど
で
白
色
・
金
色
・
黒
色
の
３
色
の
メ
ダ
カ
を

見
つ
け
、な
ぜ
生
息
し
て
い
る
の
か
を
解
明
す
る
た
め
、本
学
で
メ

ダ
カ
を
使
っ
た
研
究
を
し
て
い
る
竹
花
准
教
授
が
協
力
し
、
昨
年

度
よ
り
実
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
田
ん
ぼ
か
ら
採
っ
た
メ
ダ
カ
を
使
い
２
つ
の
実
験
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
生
徒
に
は
少
し
難
し
い
実
験
で

し
た
が
、積
極
的
に
取
り
組
み
、き
ち
ん
と
結
果
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。「
D
N
A
か
ら
メ
ダ
カ
の
種
類
を
知
る
こ
と
が
で

き
た
」「
研
究
者
み
た
い
な
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
」
な
ど
と

い
っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
、知
ら
な
い
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
喜
び
を
感
じ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
実
験
の
結
果
は
、
世
界
湖

沼
会
議
の
青
少
年
会
議（
高
校
生
）で
発
表
す
る
予
定
で
す
。

2
0
1
8
年
度
の

長
浜
学
び
の
実
験
室

　

本
学
で
は
、
長
浜
市
と
協
同
で
2
0
1
5
年
度
よ
り
、
長
浜

市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
理
科
実
験
講

座
を
、
命
翔
館
の「
長
浜
学
び
の
実
験
室
」で
実
施
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
8
年
度
は
、
市
内
の
小
中
学
校
の
３
分
の
２
に
あ
た
る

26
校
の
小
中
学
校
と
約
70
回
の
講
座
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

 

本
年
度
も
多
く
の
児
童
・
生
徒
に
体
験
を
通
し
て
、理
科
の
楽
し

さ
・
面
白
さ
を
伝
え
て
い
け
る
よ
う
に
と
検
討
し
て
い
ま
す
。
実

施
状
況
は
、
本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

本
学
の
も
つ
専
門
的
な
バ
イ
オ
の
知
見
を
地
域
に
も
還
元
し
て
い
ま
す
。
T
A
N
A
K
A
M
I
こ
ど
も

環
境
ク
ラ
ブ
は
、身
近
な
自
然
の
な
か
で
見
つ
け
た
疑
問
を
専
門
家
の
力
を
得
て
実
験
で
検
証
し
ま
し
た
。

教員リレーエッセー

大島 一彦先生
（コンピュータバイオサイエンス学科）

将棋とAIと乃木坂46 

年少棋士記録やプロデビュー後29連勝

の藤井聡太六段、永世七冠を獲得して

国民栄誉賞に輝いた羽生善治竜王など、近頃

将棋の話題を盛んに耳にする。去る日曜日、

NHKの将棋番組で、乃木坂46の伊藤かりんさ

んが、森内俊之十八世名人に二枚落ち（飛車角

抜き）で勝利し、アマチュア初段の免状を授かっ

た。彼女の嬉しそうな笑顔を見て、自分もはる

か昔に免状を取得したことを思い出した。久し

ぶりに免状を探し出して広げてみると、そこに

は時の名人加藤一二三と十五世名人大山康晴会

長の墨々とした直筆の署名があった。

棋ファンにはいくつかの異なるジャン

ルがある。将棋を指して楽しむ「指す

将」、観戦や棋士との交流を楽しむ「観る将」、

将棋プロ養成機関でかつて鍛えた「元奨」など。

筆者は主に指す派だが、最近は人と対局する機

会も無く、たまにコンピュータと戦う程度。近

頃のコンピュータ将棋ソフトの進歩は凄まじ

く、ローソンが今年公開した無料スマホアプリ

「あきこと将棋」にはなかなか勝てない。実は

あきこちゃんの正体は、昨年佐藤天彦名人を公

式対局で撃破したPonanzaであった。

ンピュータ将棋ソフトは、局面の評価

を数値化し、自分が有利になる手を探

索する。現在は、評価関数は機械学習によって

作成され、評価関数のパラメータは自動生成し

ている。将棋に近いチェスでは、1997年にIBM

社のディープ・ブルーが当時の世界チャンピオ

ン、カスパロフを破り、世界に衝撃を与えた。

将棋では2000年代後半にアマチュアトップが敗

れ、昨年ついに現役の名人が敗北した。囲碁も

昨年、世界最強の柯潔がGoogle DeepMind社の

AlphaGoに敗北した。

016年に14歳でプロデビューした藤井聡

太四段（当時）は、29連勝の破竹の快進

撃を見せたが、名人に挑戦するための「順位戦」

では最も下のクラスのC級2組からスタートし

た。順位戦はA級～ C級2組の5クラスに分かれ

たリーグ戦で、毎年戦績上位の数名が昇級す

る。藤井六段は現在C級1組なので、藤井名人

が誕生するのは、早くても2022年以降というこ

とになる。反対に成績が振るわなければ降級

し、負けが続けばC2からも陥落して、やがて

引退となる。

井六段が現れるまで、長らく最年少棋

士記録の保持者であった「ひふみん」こ

と加藤一二三九段は、1954年にプロデビュー、

1982年に名人位を獲得、昨年C2から陥落して、

64年間の棋士人生に幕を下ろした。息の長い棋

士としてもう一人思い浮かぶのが、大山康晴

十五世名人である。現役生活53年目にしてA級

在位のまま病没した。現代の棋士が最も活躍す

るのはだいたい20 ～ 30歳台。盛りを過ぎた棋

士の生き様も、将棋の見どころの一つである。

L I N K

高大連携＆地域連携通信

動物のなかま（解剖）

ものの溶け方 タマネギ根の細胞分裂

最

将

コ

２

藤
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